
10：10～10：30　オープニングセレモニー
　　　　　　　　 • 海開き宣言
　　　　　　　　 • 主催者代表挨拶

　　　　10：30　初泳ぎ

11：00～11：30　ピエロのファンキーによる
　　　　　　　　バルーンショー

11：40～12：20　宝探し

11：00～11：00～

開場 14：00

開演 15：00

ぎのわんトロピカルビーチ開き
HIRAIDAI THE BEACH TRIP 2019

ぎのわんトロピカルビーチ開き
HIRAIDAI THE BEACH TRIP 2019

オールスタンディング│7,000円（税込）
3.16（土）チケット発売開始!  
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撮影：中学校卒業式

公式 Facebook にて情報発信中!
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な
道
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今
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み
出
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平成31年度 施政方針
特集 2

市内中学校卒業式
【普天間中・真志喜中】

いつでも、どこでも、

かんたんに

住民票や所得課税証明書
などはコンビニで！

　※サービスの利用には

　　マイナンバーカードが

　　必要です。
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　３月９日（土）、市内中学校の卒業式が行われました。当日はあいにくの雨模

様にも関わらず、多くの父母や祖父母、家族、関係者の皆さんが会場へ足を

運び、卒業生の門出を祝いました。

※毎年輪番で取材をさせていただいています。今回は、普天間中学校と真志喜中学

校を取材しました。来年は、宜野湾中学校と嘉数中学校の取材を予定しています。

あらかじめご了承ください。

40

期
生
最
後
の
舞
台

　
　
煌
め
く
夢
へ
の

　
　
　
　
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
！

春
風
の
中

   
涙
こ
ぼ
れ 

思
い
出
す

　
　
新
た
な
気
持
ち
で

　
　
　
　
　  
翔
け
未
来
へ
！

真志喜中学校

普天間中学校

　優
し
い
春
雨
の
中
︑
涙
と
な
っ
て
甦
る

思
い
出
と
︑
夢
へ
と
翔
く
新
た
な
気
持
ち

を
胸
に
︑
卒
業
生
た
ち
は
︑
中
学
校
生

活
の
最
後
の
舞
台
に
立
つ
た
め
︑
卒
業
式

に
臨
み
ま
し
た
︒

　普
天
間
中
学
校
で
は
︑
卒
業
生
を
代

表
し
て
︑
比
嘉
星
斗
さ
ん
と
小
林
七
色
さ

ん
は
︑
い
つ
も
見
守
り
︑
背
中
を
押
し
て

く
れ
た
先
生
方
と
︑
い
つ
で
も
温
か
い
手

を
差
し
伸
べ
て
く
れ
た
お
父
さ
ん
︑
お
母

さ
ん
へ
︑
い
つ
も
心
の
中
で
想
っ
て
い
た
感

謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ま
し
た
︒

　真
志
喜
中
学
校
で
は
︑
辺
土
名
れ
も

ん
さ
ん
が
﹁
み
ん
な
に
出
会
え
て
幸
せ
で

し
た
︒
離
れ
離
れ
に
な
る
の
は
寂
し
い
け

ど
︑
こ
の
別
れ
は
︑
次
の
出
会
い
の
為
だ

と
信
じ
て
︑
笑
顔
で
旅
立
ち
ま
す
﹂
と
友

と
の
出
会
い
へ
の
感
謝
と
新
た
な
門
出
の
決

意
を
述
べ
ま
し
た
︒

市内中学校

卒業式
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１．市民と行政が協働するまち

２．健康で、安心して住み続けられるまち

３．文化を育み、心豊かな人を育てるまち

４．地域資源を活かした、活力あるまち

５．安全・快適で、持続的発展が可能なまち

６．平和をつなぎ、未来へ発展するまち

第４２０回 市議会定例会

平成31年度

【 要 旨 】

基本目標

　
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
認
知
症
へ
の

正
し
い
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及
・
啓
発

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
地
域
の
支
え
合
い
で
、
高
齢
者
の
健
康
・

安
心
を
築
く
た
め
、
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
宜

野
湾
市
シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
を
継
続

実
施
し
ま
す
。

▼
「
生
活
困
窮
者
世
帯
へ
の
支
援
・
労
働
福

祉
の
推
進
」

　
生
活
保
護
制
度
や
生
活
困
窮
自
立
支
援
制

度
な
ど
の
周
知
を
図
り
、
生
活
保
護
世
帯
等

の
高
校
進
学
を
目
指
し
た
学
習
支
援
事
業

や
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
ほ
か
、「
宜

野
湾
市
子
ど
も
未
来
応
援
計
画
」
に
基
づ

き
、
子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に

左
右
さ
れ
ず
、
将
来
に
向
か
っ
て
夢
や
希
望

を
持
っ
て
成
長
し
て
い
け
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

▼
「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」

　
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る

た
め
、
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
開
催
や
、

各
種
健
康
教
室
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
疾
病

予
防
対
策
お
よ
び
重
症
化
に
よ
る
医
療
費
抑

制
を
目
的
に
、
特
定
健
診
を
は
じ
め
、
各
種

が
ん
検
診
の
ほ
か
、
糖
尿
病
の
悪
化
や
糖
尿

病
性
腎
症
へ
の
移
行
予
防
の
た
め
、
早
期
治

療
の
促
進
お
よ
び
か
か
り
つ
け
医
と
専
門
医

の
連
携
構
築
に
努
め
ま
す
。

　
子
ど
も
の
健
康
管
理
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
種
費
用

を
、
１
歳
児
を
対
象
に
全
額
助
成
し
、
育

児
に
関
す
る
切
れ
目
の
な
い
相
談
支
援
を

実
施
し
ま
す
。

基
本
目
標
３

 

文
化
を
育
み
、

   

心
豊
か
な
人
を
育
て
る
ま
ち

▼
「
未
来
を
担
う
人
間
力
の
育
成
」

　
幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
保
育
所
（
園
）
、

幼
稚
園
お
よ
び
小
学
校
の
連
携
体
制
を
構
築

し
、
小
学
校
教
育
へ
の
円
滑
な
接
続
に
努
め

ま
す
。

　
小
中
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
『
確
か
な

学
力
の
向
上
』
を
目
指
し
、
よ
り
一
層
の
学

力
向
上
に
向
け
、
学
習
支
援
員
を
全
小
中
学

校
に
配
置
し
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
、

「
確
か
な
学
力
」
が
確
実
に
定
着
す
る
よ
う

努
め
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
支
援
を
必

要
と
す
る
一
人
ひ
と
り
に
適
切
な
指
導
・
支

援
を
行
い
、
保
護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を

学
校
へ
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

　
国
際
化
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

た
め
、
小
学
校
英
語
教
育
課
程
特
例
校
事
業

に
お
い
て
、
英
検
ジ
ュ
ニ
ア
の
全
額
助
成
お

よ
び
中
学
生
を
対
象
と
し
た
、
英
語
検
定
料

の
半
額
助
成
を
継
続
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

将
来
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
で
、
海
外
で
も
活

躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
市
内
在

住
の
中
学
生
10

名
の
短
期
ア
メ
リ
カ
留
学
の

派
遣
費
用
に
つ
い
て
、
『
普
天
間
未
来
基
金
』

を
活
用
し
全
額
助
成
し
ま
す
。

　
豊
か
な
心
・
健
や
か
な
身
体
の
育
成
の

た
め
、
道
徳
教
育
お
よ
び
人
権
教
育
を
推

進
し
、
児
童
会
・
生
徒
会
活
動
を
通
し
て
、

学
校
生
活
の
向
上
と
充
実
を
図
り
、
不
登

校
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
努
め
ま
す
。

　
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
は
、
未
然
防
止
・

早
期
発
見
に
努
め
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
学
校
、
地
域
、

家
庭
が
連
携
・
協
働
す
る
組
織
体
制
を
確
立

し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
、
問
題

行
動
等
の
未
然
防
止
や
改
善
等
に
取
り
組

む
た
め
、
公
立
全
小
中
学
校
に
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
す
る
ほ
か
、

街
頭
指
導
員
の
巡
回
に
よ
る
、
深
夜
は
い

か
い
防
止
な
ど
、
問
題
行
動
の
未
然
防
止
、

早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
料
理
の
献

立
な
ど
、
学
校
給
食
へ
の
関
心
を
高
め
、
食

に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
、
望
ま
し
い
食
生

活
を
身
に
付
け
さ
せ
る
食
育
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
と
し
て
、
小
学

校
給
食
費
助
成
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

▼
「
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進
」

　
学
校
と
地
域
の
連
携
・
協
働
を
よ
り
一
層

推
進
す
る
た
め
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
」
を
全
小
中
学
校
へ
順
次
導
入
し
ま
す
。

　
公
立
小
学
校
へ
の
電
子
黒
板
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
整
備
を
実
施
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
授

業
支
援
等
に
よ
り
、
教
職
員
の
業
務
を
効
率

化
し
、
負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

　
学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
大
謝

名
小
学
校
屋
内
運
動
場
・
水
泳
プ
ー
ル
増

改
築
事
業
に
取
り
組
み
、
学
校
敷
地
保
全

対
策
事
業
と
し
て
、
倒
壊
の
危
険
性
の
あ

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
も
、
早
急
に
安

全
対
策
を
講
じ
、
安
全
・
安
心
な
施
設
環

境
を
確
保
し
ま
す
。

▼
「
地
域
活
動
を
通
じ
た
学
び
の
充
実
と
文

化
の
継
承
」

　
市
民
図
書
館
に
お
い
て
は
、
10

周
年
を
迎

え
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
継
続
実
施
し

ま
す
。

　
文
化
財
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
文
化

財
を
紹
介
す
る
「
歴
史
・
文
化
遺
産
マ
ッ
プ
」

や
「
地
域
文
化
財
案
内
板
」
を
充
実
さ
せ

文
化
財
の
活
用
に
努
め
ま
す
。

　
市
立
博
物
館
に
お
い
て
は
、
開
館
20

周

年
の
節
目
に
あ
た
り
、
記
念
講
演
会
や
記

念
企
画
展
を
開
催
し
、
歴
史
と
文
化
を
啓

発
し
ま
す
。

基
本
目
標
４

 
地
域
資
源
を
活
か
し
た
、

    
活
力
あ
る
ま
ち

▼
「
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
振
興
」

　
『
琉
球
海
炎
祭
』
等
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ

の
支
援
や
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
等
の

開
催
に
よ
り
、
西
海
岸
地
域
一
帯
を
観
光
客

や
市
民
が
、
よ
り
一
層
賑
わ
い
、
憩
え
る
場

と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。
特
産
品
、
市
産
品

の
普
及
促
進
に
つ
い
て
は
、
県
内
外
の
物
産

展
等
の
出
展
料
助
成
や
、
商
工
会
が
行
う
市

産
品
の
販
路
開
拓
支
援
事
業
に
対
し
補
助
を

実
施
し
ま
す
。

▼
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
支
援
機
能
の
充
実
」

　
「
沖
縄
21

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」
に

あ
る
『
世
界
水
準
の
都
市
型
オ
ー
シ
ャ
ン
フ

ロ
ン
ト
・
リ
ゾ
ー
ト
地
の
形
成
』
を
目
指
し
、

国
お
よ
び
沖
縄
県
の
協
力
連
携
の
も
と
、

西
海
岸
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
開
発
に

向
け
、
検
討
作
業
を
進
め
ま
す
。

　
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
て
い
る
「
横
浜

Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
」
に
対
し
て
は
、

念
願
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
優
勝
が
果
た
せ
る
よ

う
協
力
し
、
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
の
振
興
に
つ
い
て
も
、
県
外
・
国
外

か
ら
の
観
光
客
の
増
大
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

▼
「
地
域
商
店
街
の
活
性
化
」

　
地
域
の
事
業
者
が
連
携
し
、
ま
ち
の
魅
力

と
賑
わ
い
の
創
出
に
つ
な
が
る
商
店
街
活
動

を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
通
り
会

基
本
目
標
１

 
市
民
と
行
政
が
協
働
す
る
ま
ち

▼
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
開
か
れ
た
行
政

の
推
進
」

　
複
雑
多
様
化
す
る
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
、
多
様
な
主
体
が
連
携
・
協
働
で
き

る
よ
う
、
住
民
自
治
に
よ
る
地
域
づ
く
り

を
促
進
し
ま
す
。

　
自
治
会
に
対
し
て
は
、
自
治
会
加
入
世
帯

数
に
応
じ
、
補
助
金
を
加
算
す
る
制
度
の
創

設
や
、
自
治
会
加
入
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
お

よ
び
ス
テ
ッ
カ
ー
の
制
作
な
ど
、
今
後
も
自

治
会
と
連
携
し
加
入
促
進
に
努
め
、
老
朽
化

し
た
公
民
館
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
早
期
の

事
業
化
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

▼
「
男
女
共
同
参
画
の
推
進
」

　
「
第
３
次
宜
野
湾
市
男
女
共
同
参
画
計
画

〜
は
ご
ろ
も
ぷ
ら
ん
〜
」
に
基
づ
き
、
諸
施

策
を
進
め
ま
す
。

▼
「
国
際
・
国
内
交
流
の
推
進
」

　
多
文
化
共
生
社
会
を
推
進
し
、
在
住
外
国

人
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取
り
組
み
、

日
本
人
も
外
国
人
も
と
も
に
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
友
好
都

市
で
あ
る
中
国
厦
門
市
の
厦
門
理
工
学
院
へ

の
留
学
生
派
遣
事
業
も
継
続
実
施
し
、
友
好

都
市
交
流
の
発
展
と
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材

育
成
に
努
め
ま
す
。

▼
「
効
果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
」

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
「
情
報
連
携
」
の

運
用
を
推
進
し
、
「
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
」
の
利
用
促
進
に
向
け
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
普
及
促
進
し
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
行
政

の
担
う
べ
き
役
割
の
再
検
討
や
、
事
務
事
業

の
見
直
し
な
ど
、
平
成
32

年
度
に
向
け
た
組

織
機
構
改
革
の
検
討
に
取
り
組
み
、
よ
り
効

果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
改
革
を
強
力
に
推

進
し
ま
す
。

　
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
研
修
の

充
実
や
、
人
事
評
価
制
度
を
実
施
し
、
職
員

の
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
寄
附
に

つ
い
て
は
、
積
極
的
な
周
知
活
動
お
よ
び
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
寄
附
に
よ
り
、
歳
入
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

基
本
目
標
２

 
健
康
で
、
安
心
し
て

    
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

▼
「
地
域
福
祉
の
推
進
」

　
市
民
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
考
え
方
が

尊
重
さ
れ
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
『
チ
ュ
イ
シ
ー
ジ
ー
（
互
い

に
助
け
合
う
）
』
の
福
祉
社
会
の
実
現
を
目

指
す
と
と
も
に
、
地
域
の
相
談
窓
口
で
あ

る
『
チ
ュ
イ
シ
ー
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
』
の
機

能
充
実
に
努
め
、
支
え
合
い
活
動
の
内
容

充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
「
子
育
て
支
援
・
子
育
て
環
境
の
充
実
」

　
平
成
31

年
10

月
か
ら
実
施
予
定
の
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
国
の
動

向
を
注
視
し
、
そ
の
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て
は
、
認
可
保
育

園
１
園
の
増
改
築
を
行
い
、
待
機
児
童
の
解

消
に
努
め
、
潜
在
保
育
士
の
掘
り
起
し
お
よ

び
保
育
士
の
働
く
環
境
づ
く
り
の
施
策
を
実

施
し
、
保
育
の
質
の
向
上
に
努
め
、
認
可
外

保
育
施
設
へ
の
支
援
に
つ
い
て
も
、
入
所
児

童
の
処
遇
改
善
を
図
り
ま
す
。

　
児
童
の
健
全
育
成
の
支
援
と
し
て
、
児
童

健
全
育
成
巡
回
事
業
を
実
施
し
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
も
、
家

庭
環
境
に
応
じ
軽
減
し
ま
す
。

　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

0

歳
か
ら
就
学
前
ま
で
を
対
象
と
し
た
現
物

給
付
方
式
を
実
施
し
、
通
院
医
療
費
は
、
小

学
１
年
生
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
、
入
院
医

療
費
は
、
中
学
卒
業
ま
で
を
対
象
と
し
て
助

成
し
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
向
上
と
安
定

に
向
け
て
は
、
児
童
扶
養
手
当
が
平
成
31

年
11

月
よ
り
、
隔
月
支
給
に
改
正
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
対
象
者
へ
の
周
知
お
よ
び
支

給
事
務
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
「
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
の
防
止
と
被
害
者
支
援

の
強
化
」

　
児
童
虐
待
等
の
予
防
お
よ
び
対
応
と
し
て
、

乳
幼
児
健
診
等
の
各
種
母
子
保
健
事
業
に
お

け
る
関
係
機
関
と
の
連
携
や
、
子
ど
も
と
そ

の
家
庭
、
妊
産
婦
等
へ
の
相
談
体
制
の
強
化

を
図
る
た
め
、「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」

の
設
置
を
目
指
し
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
の
防
止
と
被
害
者
支
援
を
強
化
す
る

た
め
、
市
民
へ
の
啓
発
お
よ
び
教
育
の
充
実

を
図
り
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
に
対
し
て
は
、
精
神

的
な
フ
ォ
ロ
ー
お
よ
び
就
業
や
住
宅
確
保
の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
被
害
者
の
自
立
を
支
援
し

ま
す
。

▼
「
障
が
い
者
（
児
）
福
祉
の
充
実
」

　
障
が
い
者
（
児
）
や
そ
の
家
族
が
安
心
し

て
地
域
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
図
り
、
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

▼
「
高
齢
者
介
護
・
福
祉
の
充
実
」

　
『
チ
ュ
イ
シ
ー
ジ
ー
の
心
で
支
え
あ
う  

高

齢
者
が
笑
顔
で
住
み
続
け
る
ま
ち  

ぎ
の
わ

ん
』
を
推
進
し
、
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
確
保
お
よ
び
利
用
者
に
適
切
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
体
制
を
整
備

し
ま
す
。
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１．市民と行政が協働するまち

２．健康で、安心して住み続けられるまち

３．文化を育み、心豊かな人を育てるまち

４．地域資源を活かした、活力あるまち

５．安全・快適で、持続的発展が可能なまち

６．平和をつなぎ、未来へ発展するまち

第４２０回 市議会定例会

平成31年度

【 要 旨 】

基本目標

　
認
知
症
施
策
に
つ
い
て
は
、
認
知
症
へ
の

正
し
い
理
解
を
深
め
る
た
め
の
普
及
・
啓
発

活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
地
域
の
支
え
合
い
で
、
高
齢
者
の
健
康
・

安
心
を
築
く
た
め
、
生
き
が
い
対
応
型
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
宜

野
湾
市
シ
ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
を
継
続

実
施
し
ま
す
。

▼
「
生
活
困
窮
者
世
帯
へ
の
支
援
・
労
働
福

祉
の
推
進
」

　
生
活
保
護
制
度
や
生
活
困
窮
自
立
支
援
制

度
な
ど
の
周
知
を
図
り
、
生
活
保
護
世
帯
等

の
高
校
進
学
を
目
指
し
た
学
習
支
援
事
業

や
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
ほ
か
、「
宜

野
湾
市
子
ど
も
未
来
応
援
計
画
」
に
基
づ

き
、
子
ど
も
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に

左
右
さ
れ
ず
、
将
来
に
向
か
っ
て
夢
や
希
望

を
持
っ
て
成
長
し
て
い
け
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
ま
す
。

▼
「
健
康
づ
く
り
の
推
進
」

　
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る

た
め
、
市
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
の
開
催
や
、

各
種
健
康
教
室
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
疾
病

予
防
対
策
お
よ
び
重
症
化
に
よ
る
医
療
費
抑

制
を
目
的
に
、
特
定
健
診
を
は
じ
め
、
各
種

が
ん
検
診
の
ほ
か
、
糖
尿
病
の
悪
化
や
糖
尿

病
性
腎
症
へ
の
移
行
予
防
の
た
め
、
早
期
治

療
の
促
進
お
よ
び
か
か
り
つ
け
医
と
専
門
医

の
連
携
構
築
に
努
め
ま
す
。

　
子
ど
も
の
健
康
管
理
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
種
費
用

を
、
１
歳
児
を
対
象
に
全
額
助
成
し
、
育

児
に
関
す
る
切
れ
目
の
な
い
相
談
支
援
を

実
施
し
ま
す
。

基
本
目
標
３

 
文
化
を
育
み
、

   
心
豊
か
な
人
を
育
て
る
ま
ち

▼
「
未
来
を
担
う
人
間
力
の
育
成
」

　
幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
保
育
所
（
園
）
、

幼
稚
園
お
よ
び
小
学
校
の
連
携
体
制
を
構
築

し
、
小
学
校
教
育
へ
の
円
滑
な
接
続
に
努
め

ま
す
。

　
小
中
学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
『
確
か
な

学
力
の
向
上
』
を
目
指
し
、
よ
り
一
層
の
学

力
向
上
に
向
け
、
学
習
支
援
員
を
全
小
中
学

校
に
配
置
し
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
、

「
確
か
な
学
力
」
が
確
実
に
定
着
す
る
よ
う

努
め
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
支
援
を
必

要
と
す
る
一
人
ひ
と
り
に
適
切
な
指
導
・
支

援
を
行
い
、
保
護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を

学
校
へ
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援

し
ま
す
。

　
国
際
化
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る

た
め
、
小
学
校
英
語
教
育
課
程
特
例
校
事
業

に
お
い
て
、
英
検
ジ
ュ
ニ
ア
の
全
額
助
成
お

よ
び
中
学
生
を
対
象
と
し
た
、
英
語
検
定
料

の
半
額
助
成
を
継
続
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

将
来
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
で
、
海
外
で
も
活

躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
市
内
在

住
の
中
学
生
10

名
の
短
期
ア
メ
リ
カ
留
学
の

派
遣
費
用
に
つ
い
て
、
『
普
天
間
未
来
基
金
』

を
活
用
し
全
額
助
成
し
ま
す
。

　
豊
か
な
心
・
健
や
か
な
身
体
の
育
成
の

た
め
、
道
徳
教
育
お
よ
び
人
権
教
育
を
推

進
し
、
児
童
会
・
生
徒
会
活
動
を
通
し
て
、

学
校
生
活
の
向
上
と
充
実
を
図
り
、
不
登

校
児
童
生
徒
数
の
減
少
に
努
め
ま
す
。

　
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
は
、
未
然
防
止
・

早
期
発
見
に
努
め
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し

て
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
学
校
、
地
域
、

家
庭
が
連
携
・
協
働
す
る
組
織
体
制
を
確
立

し
ま
す
。

　
子
ど
も
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
、
問
題

行
動
等
の
未
然
防
止
や
改
善
等
に
取
り
組

む
た
め
、
公
立
全
小
中
学
校
に
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置
す
る
ほ
か
、

街
頭
指
導
員
の
巡
回
に
よ
る
、
深
夜
は
い

か
い
防
止
な
ど
、
問
題
行
動
の
未
然
防
止
、

早
期
発
見
に
努
め
ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
料
理
の
献

立
な
ど
、
学
校
給
食
へ
の
関
心
を
高
め
、
食

に
関
す
る
正
し
い
知
識
と
、
望
ま
し
い
食
生

活
を
身
に
付
け
さ
せ
る
食
育
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
と
し
て
、
小
学

校
給
食
費
助
成
事
業
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

▼
「
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進
」

　
学
校
と
地
域
の
連
携
・
協
働
を
よ
り
一
層

推
進
す
る
た
め
、
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
」
を
全
小
中
学
校
へ
順
次
導
入
し
ま
す
。

　
公
立
小
学
校
へ
の
電
子
黒
板
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
の
整
備
を
実
施
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
授

業
支
援
等
に
よ
り
、
教
職
員
の
業
務
を
効
率

化
し
、
負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

　
学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
大
謝

名
小
学
校
屋
内
運
動
場
・
水
泳
プ
ー
ル
増

改
築
事
業
に
取
り
組
み
、
学
校
敷
地
保
全

対
策
事
業
と
し
て
、
倒
壊
の
危
険
性
の
あ

る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
も
、
早
急
に
安

全
対
策
を
講
じ
、
安
全
・
安
心
な
施
設
環

境
を
確
保
し
ま
す
。

▼
「
地
域
活
動
を
通
じ
た
学
び
の
充
実
と
文

化
の
継
承
」

　
市
民
図
書
館
に
お
い
て
は
、
10

周
年
を
迎

え
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
を
継
続
実
施
し

ま
す
。

　
文
化
財
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
文
化

財
を
紹
介
す
る
「
歴
史
・
文
化
遺
産
マ
ッ
プ
」

や
「
地
域
文
化
財
案
内
板
」
を
充
実
さ
せ

文
化
財
の
活
用
に
努
め
ま
す
。

　
市
立
博
物
館
に
お
い
て
は
、
開
館
20

周

年
の
節
目
に
あ
た
り
、
記
念
講
演
会
や
記

念
企
画
展
を
開
催
し
、
歴
史
と
文
化
を
啓

発
し
ま
す
。
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地
域
資
源
を
活
か
し
た
、

    

活
力
あ
る
ま
ち

▼
「
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
振
興
」

　
『
琉
球
海
炎
祭
』
等
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ

の
支
援
や
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
等
の

開
催
に
よ
り
、
西
海
岸
地
域
一
帯
を
観
光
客

や
市
民
が
、
よ
り
一
層
賑
わ
い
、
憩
え
る
場

と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。
特
産
品
、
市
産
品

の
普
及
促
進
に
つ
い
て
は
、
県
内
外
の
物
産

展
等
の
出
展
料
助
成
や
、
商
工
会
が
行
う
市

産
品
の
販
路
開
拓
支
援
事
業
に
対
し
補
助
を

実
施
し
ま
す
。

▼
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
支
援
機
能
の
充
実
」

　
「
沖
縄
21

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」
に

あ
る
『
世
界
水
準
の
都
市
型
オ
ー
シ
ャ
ン
フ

ロ
ン
ト
・
リ
ゾ
ー
ト
地
の
形
成
』
を
目
指
し
、

国
お
よ
び
沖
縄
県
の
協
力
連
携
の
も
と
、

西
海
岸
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
開
発
に

向
け
、
検
討
作
業
を
進
め
ま
す
。

　
春
季
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
て
い
る
「
横
浜

Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
」
に
対
し
て
は
、

念
願
の
日
本
シ
リ
ー
ズ
優
勝
が
果
た
せ
る
よ

う
協
力
し
、
そ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
の
振
興
に
つ
い
て
も
、
県
外
・
国
外

か
ら
の
観
光
客
の
増
大
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

▼
「
地
域
商
店
街
の
活
性
化
」

　
地
域
の
事
業
者
が
連
携
し
、
ま
ち
の
魅
力

と
賑
わ
い
の
創
出
に
つ
な
が
る
商
店
街
活
動

を
積
極
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
通
り
会

基
本
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市
民
と
行
政
が
協
働
す
る
ま
ち

▼
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
開
か
れ
た
行
政

の
推
進
」

　
複
雑
多
様
化
す
る
地
域
課
題
の
解
決
に

向
け
、
多
様
な
主
体
が
連
携
・
協
働
で
き

る
よ
う
、
住
民
自
治
に
よ
る
地
域
づ
く
り

を
促
進
し
ま
す
。

　
自
治
会
に
対
し
て
は
、
自
治
会
加
入
世
帯

数
に
応
じ
、
補
助
金
を
加
算
す
る
制
度
の
創

設
や
、
自
治
会
加
入
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
お

よ
び
ス
テ
ッ
カ
ー
の
制
作
な
ど
、
今
後
も
自

治
会
と
連
携
し
加
入
促
進
に
努
め
、
老
朽
化

し
た
公
民
館
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
早
期
の

事
業
化
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

▼
「
男
女
共
同
参
画
の
推
進
」

　
「
第
３
次
宜
野
湾
市
男
女
共
同
参
画
計
画

〜
は
ご
ろ
も
ぷ
ら
ん
〜
」
に
基
づ
き
、
諸
施

策
を
進
め
ま
す
。

▼
「
国
際
・
国
内
交
流
の
推
進
」

　
多
文
化
共
生
社
会
を
推
進
し
、
在
住
外
国

人
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取
り
組
み
、

日
本
人
も
外
国
人
も
と
も
に
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
友
好
都

市
で
あ
る
中
国
厦
門
市
の
厦
門
理
工
学
院
へ

の
留
学
生
派
遣
事
業
も
継
続
実
施
し
、
友
好

都
市
交
流
の
発
展
と
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材

育
成
に
努
め
ま
す
。

▼
「
効
果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進
」

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
「
情
報
連
携
」
の

運
用
を
推
進
し
、
「
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
」
の
利
用
促
進
に
向
け
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
普
及
促
進
し
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
行
政

の
担
う
べ
き
役
割
の
再
検
討
や
、
事
務
事
業

の
見
直
し
な
ど
、
平
成
32

年
度
に
向
け
た
組

織
機
構
改
革
の
検
討
に
取
り
組
み
、
よ
り
効

果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
改
革
を
強
力
に
推

進
し
ま
す
。

　
職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
は
、
研
修
の

充
実
や
、
人
事
評
価
制
度
を
実
施
し
、
職
員

の
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
た
寄
附
に

つ
い
て
は
、
積
極
的
な
周
知
活
動
お
よ
び
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税

に
よ
る
寄
附
に
よ
り
、
歳
入
の
確
保
に
努
め

ま
す
。
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健
康
で
、
安
心
し
て

    

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち

▼
「
地
域
福
祉
の
推
進
」

　
市
民
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
考
え
方
が

尊
重
さ
れ
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
『
チ
ュ
イ
シ
ー
ジ
ー
（
互
い

に
助
け
合
う
）
』
の
福
祉
社
会
の
実
現
を
目

指
す
と
と
も
に
、
地
域
の
相
談
窓
口
で
あ

る
『
チ
ュ
イ
シ
ー
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
』
の
機

能
充
実
に
努
め
、
支
え
合
い
活
動
の
内
容

充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
「
子
育
て
支
援
・
子
育
て
環
境
の
充
実
」

　
平
成
31

年
10

月
か
ら
実
施
予
定
の
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
国
の
動

向
を
注
視
し
、
そ
の
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て
は
、
認
可
保
育

園
１
園
の
増
改
築
を
行
い
、
待
機
児
童
の
解

消
に
努
め
、
潜
在
保
育
士
の
掘
り
起
し
お
よ

び
保
育
士
の
働
く
環
境
づ
く
り
の
施
策
を
実

施
し
、
保
育
の
質
の
向
上
に
努
め
、
認
可
外

保
育
施
設
へ
の
支
援
に
つ
い
て
も
、
入
所
児

童
の
処
遇
改
善
を
図
り
ま
す
。

　
児
童
の
健
全
育
成
の
支
援
と
し
て
、
児
童

健
全
育
成
巡
回
事
業
を
実
施
し
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
も
、
家

庭
環
境
に
応
じ
軽
減
し
ま
す
。

　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、

0

歳
か
ら
就
学
前
ま
で
を
対
象
と
し
た
現
物

給
付
方
式
を
実
施
し
、
通
院
医
療
費
は
、
小

学
１
年
生
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
、
入
院
医

療
費
は
、
中
学
卒
業
ま
で
を
対
象
と
し
て
助

成
し
ま
す
。

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
向
上
と
安
定

に
向
け
て
は
、
児
童
扶
養
手
当
が
平
成
31

年
11

月
よ
り
、
隔
月
支
給
に
改
正
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
対
象
者
へ
の
周
知
お
よ
び
支

給
事
務
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
「
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
の
防
止
と
被
害
者
支
援

の
強
化
」

　
児
童
虐
待
等
の
予
防
お
よ
び
対
応
と
し
て
、

乳
幼
児
健
診
等
の
各
種
母
子
保
健
事
業
に
お

け
る
関
係
機
関
と
の
連
携
や
、
子
ど
も
と
そ

の
家
庭
、
妊
産
婦
等
へ
の
相
談
体
制
の
強
化

を
図
る
た
め
、「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」

の
設
置
を
目
指
し
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
の
防
止
と
被
害
者
支
援
を
強
化
す
る

た
め
、
市
民
へ
の
啓
発
お
よ
び
教
育
の
充
実

を
図
り
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
に
対
し
て
は
、
精
神

的
な
フ
ォ
ロ
ー
お
よ
び
就
業
や
住
宅
確
保
の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
被
害
者
の
自
立
を
支
援
し

ま
す
。

▼
「
障
が
い
者
（
児
）
福
祉
の
充
実
」

　
障
が
い
者
（
児
）
や
そ
の
家
族
が
安
心
し

て
地
域
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
図
り
、
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

▼
「
高
齢
者
介
護
・
福
祉
の
充
実
」

　
『
チ
ュ
イ
シ
ー
ジ
ー
の
心
で
支
え
あ
う  

高

齢
者
が
笑
顔
で
住
み
続
け
る
ま
ち  

ぎ
の
わ

ん
』
を
推
進
し
、
市
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
確
保
お
よ
び
利
用
者
に
適
切
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
体
制
を
整
備

し
ま
す
。
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を
組
織
統
合
し
、
新
た
に
『
宜
野
湾
市
上
下

水
道
局
』
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
基
幹
管
路
の
耐

震
化
や
老
朽
管
の
更
新
を
進
め
、
今
後
も
区

画
整
理
事
業
地
区
な
ど
新
規
開
発
区
域
の
整

備
と
併
せ
、
施
設
の
改
修
や
更
新
を
計
画
的

に
進
め
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
計
画
区
域
内

の
未
整
備
区
域
内
に
お
い
て
、
管
渠
整
備
を

着
実
に
進
め
、
現
在
実
施
中
で
あ
る
下
水
道

資
産
の
調
査「
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

の
も
と
、
予
防
保
全
を
前
提
と
し
た
計
画
的

か
つ
効
果
的
な
維
持
管
理
を
推
進
し
ま
す
。

▼
「
公
園
・
緑
地
お
よ
び
墓
園
等
の
整
備
」

　
野
嵩
第
一
公
園
お
よ
び
比
屋
良
川
公
園
の

整
備
を
進
め
、
海
浜
公
園
に
つ
い
て
は
、「
海

浜
公
園
施
設
等
再
編
整
備
基
本
構
想
・
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

や
、
文
化
活
動
の
一
層
の
充
実
が
図
れ
る
実

施
設
計
を
進
め
ま
す
。

　
屋
内
運
動
場
の
建
替
え
に
つ
い
て
は
、
平

成
31

年
度
の
工
事
完
成
に
向
け
取
り
組
む
ほ

か
、
『
ア
ト
ム
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
宜
野
湾
』

の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
を
L
E
D
電
光
表
示
式
へ

改
良
工
事
し
ま
す
。

　
墓
園
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
ン
プ

瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地
に
お
け
る

公
営
墓
地
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
検
討
を
進

め
ま
す
。

基
本
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平
和
を
つ
な
ぎ
、

    

未
来
へ
発
展
す
る
ま
ち

▼
「
基
地
問
題
へ
の
対
応
」

　
ま
ち
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
普
天
間
飛
行
場

は
、
戦
後
70

年
以
上
も
の
長
期
間
、
航
空
機

事
故
の
危
険
性
や
騒
音
被
害
等
、
市
民
の
生

活
環
境
に
大
き
な
負
担
を
強
い
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
29

年
12

月
に
発
生
し
た
、
普
天
間
第

二
小
学
校
へ
の
米
軍
ヘ
リ
「
窓
」
落
下
事
故

を
は
じ
め
、
頻
発
す
る
事
故
の
度
に
、
市
街

地
に
囲
ま
れ
た
普
天
間
飛
行
場
が
、
世
界
一

危
険
で
あ
り
、
一
刻
も
早
い
返
還
の
必
要
性

が
示
さ
れ
る
も
の
の
、
政
府
と
沖
縄
県
は
対

立
を
続
け
、
返
還
合
意
の
原
点
で
あ
る
『
危

険
性
除
去
』
と
『
基
地
負
担
軽
減
』
は
置
き

去
り
に
さ
れ
た
ま
ま
、
解
決
に
向
け
た
道
筋

は
依
然
と
し
て
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
平
成
31

年
度
も
、
政
府
お
よ
び
沖
縄
県
に

対
し
、
返
還
合
意
の
原
点
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
普
天
間
飛
行
場
の
返
還
を
最
優
先
に
取

り
組
み
、
県
民
・
市
民
が
強
く
望
む
普
天
間

飛
行
場
の
一
日
も
早
い
返
還
と
、
速
や
か
な

運
用
停
止
を
は
じ
め
と
す
る
、
返
還
ま
で
の

間
の
『
危
険
性
除
去
』
お
よ
び
『
基
地
負
担

軽
減
』
の
確
実
な
実
現
を
求
め
ま
す
。

　
ま
た
、
固
定
化
は
絶
対
に
許
さ
な
い
と

い
う
市
民
の
総
意
の
も
と
、
国
・
県
の
み

な
ら
ず
、
米
国
政
府
に
対
し
て
も
訪
米
し

要
請
を
行
い
、
普
天
間
飛
行
場
を
抱
え
る

本
市
の
厳
し
い
現
状
と
、
返
還
を
強
く
望

ん
で
い
る
市
民
の
声
を
直
接
伝
え
、
強
い

信
念
を
持
っ
て
早
期
の
閉
鎖
・
返
還
の
実

現
を
訴
え
ま
す
。

　
加
え
て
、
夜
間
訓
練
や
長
時
間
に
及
ぶ
住

宅
地
上
空
で
の
旋
回
飛
行
な
ら
び
に
昨
年
よ

り
増
加
し
て
い
る
外
来
機
の
飛
来
な
ど
は
、

危
険
性
と
と
も
に
騒
音
や
地
デ
ジ
受
信
障
害

と
い
う
形
で
、
日
常
的
な
市
民
生
活
に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
た
め
、
飛
行
ル
ー

ト
の
遵
守
を
は
じ
め
、
日
米
で
合
意
さ
れ
て

い
る
「
普
天
間
飛
行
場
に
お
け
る
航
空
機
騒

音
規
制
措
置
」
の
遵
守
を
強
く
求
め
、
住
宅

防
音
工
事
お
よ
び
地
デ
ジ
受
信
障
害
対
策
の

対
象
拡
大
も
、
国
に
要
請
し
ま
す
。

▼
「
基
地
跡
地
利
用
の
推
進
」

　
普
天
間
飛
行
場
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、

地
権
者
の
合
意
形
成
活
動
と
あ
わ
せ
て
各
分

野
の
計
画
内
容
の
具
体
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
、
「
全
体
計
画
の
中
間
取
り
ま
と

め
」
に
お
け
る
配
置
方
針
図
の
更
新
を
行
い
、

跡
地
利
用
計
画
の
策
定
に
向
け
た
実
現
性
の

検
証
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
『
普
天
間
未
来
基
金
』
に
つ
い
て

は
、
企
業
や
全
国
の
方
々
か
ら
同
基
金
の
趣

旨
に
賛
同
い
た
だ
き
、
多
く
の
ご
寄
附
を
頂

き
ま
し
た
。
平
成
31

年
度
も
、
同
基
金
を
活

用
し
『
基
地
跡
地
の
未
来
を
担
う
国
際
的
な

人
材
を
育
成
す
る
』
た
め
、
市
内
中
学
生
の

短
期
海
外
留
学
派
遣
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区
跡

地
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
土
地
区
画

整
理
事
業
に
よ
り
、
地
権
者
の
合
意
形
成
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
『
沖
縄
健
康
医
療
拠

点
』
の
中
核
と
な
る
琉
球
大
学
医
学
部
お
よ

び
同
附
属
病
院
の
移
設
に
向
け
、
琉
球
大
学

と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
跡
地
利

用
の
先
行
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
今
後
返
還

さ
れ
る
普
天
間
飛
行
場
跡
地
利
用
計
画
に
つ

な
が
る
よ
う
、
国
、
沖
縄
県
お
よ
び
地
権
者

と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

▼
「
平
和
行
政
の
推
進
」

　
沖
縄
戦
か
ら
70

年
余
が
経
過
し
、
沖
縄
戦

の
風
化
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
平
成
31

年
度
も
平
和
祈
念
事
業
お
よ
び
被
爆
地
長
崎

県
へ
の
平
和
学
習
派
遣
事
業
等
を
実
施
し
、

市
民
の
皆
様
、
特
に
次
世
代
を
担
う
若
者
の

平
和
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

（
む
す
び
に
）

　
平
成
31

年
度
も
、
活
気
に
あ
ふ
れ
、
豊
か

で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
す
べ

て
の
市
民
が
さ
ら
に
笑
顔
で
幸
せ
を
感
じ
、

宜
野
湾
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
『
宜
野
湾
が
い

ち
ば
ん
！
』
だ
と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
市
民
の
皆
様

お
よ
び
市
議
会
と
連
携
し
て
市
政
運
営
に
全

力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
以

上
、
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
31

年 

２
月
26

日

宜
野
湾
市
長
　
松
川
　
正
則

の
復
活
に
努
め
ま
す
。

　
普
天
間
地
区
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
進
展

に
伴
い
、
駐
車
場
不
足
に
よ
る
集
客
機
会
の

喪
失
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
た
め
、
駐
車
場
の

需
要
と
整
備
に
よ
る
経
済
効
果
等
に
つ
い
て

調
査
・
検
証
を
実
施
し
ま
す
。

　
空
き
店
舗
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
空
き
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
を
実
施
す
る

ほ
か
、
商
工
会
と
連
携
し
、
専
門
的
か
つ
効

果
的
な
経
営
支
援
を
行
い
、
地
域
特
性
を
活

か
し
た
商
店
街
活
動
の
推
進
お
よ
び
商
店
街

の
新
た
な
魅
力
と
賑
わ
い
の
創
出
を
図
り
ま

す
。

▼
「
商
工
業
・
情
報
通
信
産
業
の
振
興
」

　
地
元
商
工
業
者
が
抱
え
る
課
題
や
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
、
市
内
事
業
者
の
受
注
機

会
の
拡
大
な
ど
地
域
経
済
基
盤
の
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

▼
「
企
業
立
地
と
多
様
な
働
き
方
に
よ
る
就

労
の
促
進
」

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
誠
園
跡
地
の
活

用
を
図
る
た
め
、
企
業
立
地
検
討
委
員
会
の

有
識
者
の
意
見
を
反
映
し
、
具
体
的
な
検
討

を
行
い
ま
す
。
本
市
は
『
情
報
通
信
産
業
振

興
地
域
』
等
の
地
域
指
定
を
受
け
て
お
り
、

各
地
域
制
度
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
若
年
者
の
就
業
意
識
向
上
の
取
り
組
み
と

し
て
、
児
童
生
徒
が
地
域
の
産
業
・
職
業
を

正
し
く
理
解
し
、
地
域
へ
の
愛
着
や
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
育
み
、
本
市
の
発
展
に
貢
献
で

き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
働
く
こ
と
を
希
望
し
な
が
ら
も
従

来
の
就
労
形
態
で
は
働
く
こ
と
が
困
難
な

方
々
へ
の
就
労
支
援
に
取
り
組
み
、
安
心
し

て
働
け
る
就
業
環
境
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

▼
「
都
市
農
業
・
漁
業
の
振
興
」

　
大
山
田
い
も
栽
培
農
地
の
適
切
な
保
全
を

図
り
、
ま
た
、
浦
添
・
宜
野
湾
漁
業
協
同
組

合
へ
燃
料
費
の
補
填
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

基
本
目
標
５

 
安
全
・
快
適
で
、

    
持
続
的
発
展
が
可
能
な
ま
ち

▼
「
防
災
お
よ
び
救
急
・
消
防
体
制
の
強
化
」

　
地
震
や
津
波
に
対
す
る
避
難
訓
練
の
実

施
、
備
蓄
食
糧
お
よ
び
防
災
資
機
材
の
購
入

の
ほ
か
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
整

備
工
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年

11

月
に
大
謝
名
区
と
、
野
嵩
２
区
に
お
い
て

自
主
防
災
会
が
設
立
さ
れ
、
現
在
10

団
体
と

な
り
、
将
来
的
に
は
、
全
自
治
会
で
自
主
防

災
組
織
が
結
成
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
救
急
・
消
防
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

災
害
時
に
防
災
拠
点
と
な
る
消
防
署
我
如
古

出
張
所
の
改
築
事
業
に
着
手
し
、
平
成
32

年

度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
の
要
と

し
て
自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
協
力
支
援
、

応
急
手
当
の
普
及
な
ど
指
導
的
役
割
を
担
い

ま
す
。

　
火
災
予
防
に
つ
い
て
は
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
、
取
り
替
え
な
ど
住
宅
防
火
を

推
進
し
ま
す
。

▼
「
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
強
化
」

　
交
通
事
故
の
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指

し
、
横
断
歩
道
等
の
交
通
安
全
施
設
の
充
実

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
犯
罪
発
生
の
抑
止
お

よ
び
市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
、

地
域
安
全
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

▼
「
環
境
保
全
と
循
環
型
社
会
の
形
成
」

　
更
な
る
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を
推
進

し
、
家
庭
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
門
前

収
集
の
拡
充
に
向
け
、
段
階
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
「
宜
野
湾
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

（
区
域
施
策
編
）
」
お
よ
び
「C

O
O

L
 C

H
O

IC
E

賛
同
宣
言
」
に
基
づ
き
、
省
エ
ネ
設
備
等

設
置
の
推
進
や
環
境
教
育
講
習
会
の
充
実

に
努
め
、
環
境
保
全
の
意
識
啓
発
に
取
り

組
み
ま
す
。

▼
「
公
害
・
環
境
衛
生
対
策
の
推
進
」

　
市
民
が
健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活
環

境
の
確
保
の
た
め
、
倉
浜
衛
生
施
設
組
合
の

し
尿
処
理
施
設
整
備
事
業
計
画
に
取
り
組
み

ま
す
。

▼
「
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
」

　
市
民
や
事
業
者
等
と
協
働
し
、
宜
野
湾
ら

し
い
景
観
資
源
を
大
切
に
守
り
育
て
、
豊
か

で
潤
い
あ
る
風
景
づ
く
り
推
進
事
業
を
実
施

し
、
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区

跡
地
に
つ
い
て
は
、
「
景
観
形
成
重
点
地
区
」

の
指
定
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
健
全
な
市
街
地
の
整
備
と
生
活
環
境
の
改

善
に
向
け
、
宇
地
泊
第
二
土
地
区
画
整
理
事

業
お
よ
び
佐
真
下
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業

に
取
り
組
み
、
新
た
に
西
普
天
間
住
宅
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
も
実
施
し
ま
す
。

　
普
天
間
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

普
天
間
地
区
に
お
い
て
は
、
門
前
広
場
な
ど

の
整
備
へ
向
け
た
建
物
補
償
や
、
交
流
施
設

の
実
施
設
計
お
よ
び
沖
縄
平
和
祈
念
像
原
型

の
活
用
へ
向
け
た
基
本
・
実
施
設
計
な
ら
び

に
並
松
街
道
の
実
施
設
計
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
真
栄
原
地
区
に
お
い
て
は
、
交

流
施
設
の
整
備
へ
向
け
た
建
物
補
償
な
ど
を

行
い
、
同
施
設
と
併
せ
た
道
路
整
備
に
つ
い

て
、
今
後
も
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
市
民
の
安
全
・
快
適
な
住
環
境
整
備
の
た

め
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
の
実
施
や
、

既
存
市
営
住
宅
の
長
寿
命
化
を
推
進
し
、
伊

利
原
市
営
住
宅
Ｅ
棟
改
修
工
事
の
設
計
に
着

手
し
ま
す
。
ま
た
、
空
家
等
に
関
す
る
対
策

方
針
を
示
す
た
め
、
空
家
等
対
策
計
画
策
定

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
「
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
」

　
市
道
宜
野
湾
11

号
の
平
成
31

年
度
中
の

供
用
開
始
を
目
指
し
、
中
原
進
入
路
に
つ

い
て
は
、
市
道
中
原
33

号
と
し
て
市
道
認

定
し
、
整
備
を
行
い
、
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧

西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地
と
国
道
58

号
を

つ
な
ぐ
ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ
い
て
は
、
市

道
喜
友
名
23

号
と
し
て
市
道
認
定
し
、
道

路
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
市
道
我
如
古
21

号
、
嘉
数
１
号
お
よ
び
伊

佐
１
号
の
整
備
事
業
な
ら
び
に
都
市
計
画
道

路
の
３
・
４
・
71

号
普
天
間
線
道
路
整
備
事

業
に
つ
い
て
も
継
続
実
施
し
、
供
用
中
の
道

路
や
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
、
快
適
な
道
路

環
境
の
持
続
的
な
提
供
の
た
め
、
橋
り
ょ
う

の
老
朽
化
対
策
や
、
大
山
７
丁
目
地
内
の
舗

装
改
良
な
ど
、
道
路
の
計
画
的
な
維
持
修
繕

に
努
め
ま
す
。

▼
「
上
・
下
水
道
の
整
備
」

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平

成
30

年
４
月
に
水
道
局
と
建
設
部
下
水
道
課

第４２０回 市議会定例会
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を
組
織
統
合
し
、
新
た
に
『
宜
野
湾
市
上
下

水
道
局
』
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
基
幹
管
路
の
耐

震
化
や
老
朽
管
の
更
新
を
進
め
、
今
後
も
区

画
整
理
事
業
地
区
な
ど
新
規
開
発
区
域
の
整

備
と
併
せ
、
施
設
の
改
修
や
更
新
を
計
画
的

に
進
め
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
計
画
区
域
内

の
未
整
備
区
域
内
に
お
い
て
、
管
渠
整
備
を

着
実
に
進
め
、
現
在
実
施
中
で
あ
る
下
水
道

資
産
の
調
査「
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
」

の
も
と
、
予
防
保
全
を
前
提
と
し
た
計
画
的

か
つ
効
果
的
な
維
持
管
理
を
推
進
し
ま
す
。

▼
「
公
園
・
緑
地
お
よ
び
墓
園
等
の
整
備
」

　
野
嵩
第
一
公
園
お
よ
び
比
屋
良
川
公
園
の

整
備
を
進
め
、
海
浜
公
園
に
つ
い
て
は
、「
海

浜
公
園
施
設
等
再
編
整
備
基
本
構
想
・
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

や
、
文
化
活
動
の
一
層
の
充
実
が
図
れ
る
実

施
設
計
を
進
め
ま
す
。

　
屋
内
運
動
場
の
建
替
え
に
つ
い
て
は
、
平

成
31

年
度
の
工
事
完
成
に
向
け
取
り
組
む
ほ

か
、
『
ア
ト
ム
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
宜
野
湾
』

の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
を
L
E
D
電
光
表
示
式
へ

改
良
工
事
し
ま
す
。

　
墓
園
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
キ
ャ
ン
プ

瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地
に
お
け
る

公
営
墓
地
整
備
事
業
に
つ
い
て
、
検
討
を
進

め
ま
す
。

基
本
目
標
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平
和
を
つ
な
ぎ
、

    
未
来
へ
発
展
す
る
ま
ち

▼
「
基
地
問
題
へ
の
対
応
」

　
ま
ち
の
ど
真
ん
中
に
あ
る
普
天
間
飛
行
場

は
、
戦
後
70

年
以
上
も
の
長
期
間
、
航
空
機

事
故
の
危
険
性
や
騒
音
被
害
等
、
市
民
の
生

活
環
境
に
大
き
な
負
担
を
強
い
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
29

年
12

月
に
発
生
し
た
、
普
天
間
第

二
小
学
校
へ
の
米
軍
ヘ
リ
「
窓
」
落
下
事
故

を
は
じ
め
、
頻
発
す
る
事
故
の
度
に
、
市
街

地
に
囲
ま
れ
た
普
天
間
飛
行
場
が
、
世
界
一

危
険
で
あ
り
、
一
刻
も
早
い
返
還
の
必
要
性

が
示
さ
れ
る
も
の
の
、
政
府
と
沖
縄
県
は
対

立
を
続
け
、
返
還
合
意
の
原
点
で
あ
る
『
危

険
性
除
去
』
と
『
基
地
負
担
軽
減
』
は
置
き

去
り
に
さ
れ
た
ま
ま
、
解
決
に
向
け
た
道
筋

は
依
然
と
し
て
不
透
明
な
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
平
成
31

年
度
も
、
政
府
お
よ
び
沖
縄
県
に

対
し
、
返
還
合
意
の
原
点
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
普
天
間
飛
行
場
の
返
還
を
最
優
先
に
取

り
組
み
、
県
民
・
市
民
が
強
く
望
む
普
天
間

飛
行
場
の
一
日
も
早
い
返
還
と
、
速
や
か
な

運
用
停
止
を
は
じ
め
と
す
る
、
返
還
ま
で
の

間
の
『
危
険
性
除
去
』
お
よ
び
『
基
地
負
担

軽
減
』
の
確
実
な
実
現
を
求
め
ま
す
。

　
ま
た
、
固
定
化
は
絶
対
に
許
さ
な
い
と

い
う
市
民
の
総
意
の
も
と
、
国
・
県
の
み

な
ら
ず
、
米
国
政
府
に
対
し
て
も
訪
米
し

要
請
を
行
い
、
普
天
間
飛
行
場
を
抱
え
る

本
市
の
厳
し
い
現
状
と
、
返
還
を
強
く
望

ん
で
い
る
市
民
の
声
を
直
接
伝
え
、
強
い

信
念
を
持
っ
て
早
期
の
閉
鎖
・
返
還
の
実

現
を
訴
え
ま
す
。

　
加
え
て
、
夜
間
訓
練
や
長
時
間
に
及
ぶ
住

宅
地
上
空
で
の
旋
回
飛
行
な
ら
び
に
昨
年
よ

り
増
加
し
て
い
る
外
来
機
の
飛
来
な
ど
は
、

危
険
性
と
と
も
に
騒
音
や
地
デ
ジ
受
信
障
害

と
い
う
形
で
、
日
常
的
な
市
民
生
活
に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
た
め
、
飛
行
ル
ー

ト
の
遵
守
を
は
じ
め
、
日
米
で
合
意
さ
れ
て

い
る
「
普
天
間
飛
行
場
に
お
け
る
航
空
機
騒

音
規
制
措
置
」
の
遵
守
を
強
く
求
め
、
住
宅

防
音
工
事
お
よ
び
地
デ
ジ
受
信
障
害
対
策
の

対
象
拡
大
も
、
国
に
要
請
し
ま
す
。

▼
「
基
地
跡
地
利
用
の
推
進
」

　
普
天
間
飛
行
場
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
、

地
権
者
の
合
意
形
成
活
動
と
あ
わ
せ
て
各
分

野
の
計
画
内
容
の
具
体
化
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
、
「
全
体
計
画
の
中
間
取
り
ま
と

め
」
に
お
け
る
配
置
方
針
図
の
更
新
を
行
い
、

跡
地
利
用
計
画
の
策
定
に
向
け
た
実
現
性
の

検
証
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
『
普
天
間
未
来
基
金
』
に
つ
い
て

は
、
企
業
や
全
国
の
方
々
か
ら
同
基
金
の
趣

旨
に
賛
同
い
た
だ
き
、
多
く
の
ご
寄
附
を
頂

き
ま
し
た
。
平
成
31

年
度
も
、
同
基
金
を
活

用
し
『
基
地
跡
地
の
未
来
を
担
う
国
際
的
な

人
材
を
育
成
す
る
』
た
め
、
市
内
中
学
生
の

短
期
海
外
留
学
派
遣
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区
跡

地
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
土
地
区
画

整
理
事
業
に
よ
り
、
地
権
者
の
合
意
形
成
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
『
沖
縄
健
康
医
療
拠

点
』
の
中
核
と
な
る
琉
球
大
学
医
学
部
お
よ

び
同
附
属
病
院
の
移
設
に
向
け
、
琉
球
大
学

と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
跡
地
利

用
の
先
行
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
今
後
返
還

さ
れ
る
普
天
間
飛
行
場
跡
地
利
用
計
画
に
つ

な
が
る
よ
う
、
国
、
沖
縄
県
お
よ
び
地
権
者

と
連
携
し
た
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

▼
「
平
和
行
政
の
推
進
」

　
沖
縄
戦
か
ら
70

年
余
が
経
過
し
、
沖
縄
戦

の
風
化
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
平
成
31

年
度
も
平
和
祈
念
事
業
お
よ
び
被
爆
地
長
崎

県
へ
の
平
和
学
習
派
遣
事
業
等
を
実
施
し
、

市
民
の
皆
様
、
特
に
次
世
代
を
担
う
若
者
の

平
和
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

（
む
す
び
に
）

　
平
成
31

年
度
も
、
活
気
に
あ
ふ
れ
、
豊
か

で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
す
べ

て
の
市
民
が
さ
ら
に
笑
顔
で
幸
せ
を
感
じ
、

宜
野
湾
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
『
宜
野
湾
が
い

ち
ば
ん
！
』
だ
と
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
市
民
の
皆
様

お
よ
び
市
議
会
と
連
携
し
て
市
政
運
営
に
全

力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
以

上
、
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
31

年 

２
月
26

日

宜
野
湾
市
長
　
松
川
　
正
則

の
復
活
に
努
め
ま
す
。

　
普
天
間
地
区
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
進
展

に
伴
い
、
駐
車
場
不
足
に
よ
る
集
客
機
会
の

喪
失
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
た
め
、
駐
車
場
の

需
要
と
整
備
に
よ
る
経
済
効
果
等
に
つ
い
て

調
査
・
検
証
を
実
施
し
ま
す
。

　
空
き
店
舗
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
空
き
店
舗
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
を
実
施
す
る

ほ
か
、
商
工
会
と
連
携
し
、
専
門
的
か
つ
効

果
的
な
経
営
支
援
を
行
い
、
地
域
特
性
を
活

か
し
た
商
店
街
活
動
の
推
進
お
よ
び
商
店
街

の
新
た
な
魅
力
と
賑
わ
い
の
創
出
を
図
り
ま

す
。

▼
「
商
工
業
・
情
報
通
信
産
業
の
振
興
」

　
地
元
商
工
業
者
が
抱
え
る
課
題
や
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
、
市
内
事
業
者
の
受
注
機

会
の
拡
大
な
ど
地
域
経
済
基
盤
の
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

▼
「
企
業
立
地
と
多
様
な
働
き
方
に
よ
る
就

労
の
促
進
」

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
誠
園
跡
地
の
活

用
を
図
る
た
め
、
企
業
立
地
検
討
委
員
会
の

有
識
者
の
意
見
を
反
映
し
、
具
体
的
な
検
討

を
行
い
ま
す
。
本
市
は
『
情
報
通
信
産
業
振

興
地
域
』
等
の
地
域
指
定
を
受
け
て
お
り
、

各
地
域
制
度
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
若
年
者
の
就
業
意
識
向
上
の
取
り
組
み
と

し
て
、
児
童
生
徒
が
地
域
の
産
業
・
職
業
を

正
し
く
理
解
し
、
地
域
へ
の
愛
着
や
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
を
育
み
、
本
市
の
発
展
に
貢
献
で

き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　
ま
た
、
働
く
こ
と
を
希
望
し
な
が
ら
も
従

来
の
就
労
形
態
で
は
働
く
こ
と
が
困
難
な

方
々
へ
の
就
労
支
援
に
取
り
組
み
、
安
心
し

て
働
け
る
就
業
環
境
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

▼
「
都
市
農
業
・
漁
業
の
振
興
」

　
大
山
田
い
も
栽
培
農
地
の
適
切
な
保
全
を

図
り
、
ま
た
、
浦
添
・
宜
野
湾
漁
業
協
同
組

合
へ
燃
料
費
の
補
填
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

基
本
目
標
５

 

安
全
・
快
適
で
、

    

持
続
的
発
展
が
可
能
な
ま
ち

▼
「
防
災
お
よ
び
救
急
・
消
防
体
制
の
強
化
」

　
地
震
や
津
波
に
対
す
る
避
難
訓
練
の
実

施
、
備
蓄
食
糧
お
よ
び
防
災
資
機
材
の
購
入

の
ほ
か
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
整

備
工
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年

11

月
に
大
謝
名
区
と
、
野
嵩
２
区
に
お
い
て

自
主
防
災
会
が
設
立
さ
れ
、
現
在
10

団
体
と

な
り
、
将
来
的
に
は
、
全
自
治
会
で
自
主
防

災
組
織
が
結
成
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

　
救
急
・
消
防
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

災
害
時
に
防
災
拠
点
と
な
る
消
防
署
我
如
古

出
張
所
の
改
築
事
業
に
着
手
し
、
平
成
32

年

度
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
消
防
団
に
つ
い
て
は
、
地
域
防
災
の
要
と

し
て
自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
協
力
支
援
、

応
急
手
当
の
普
及
な
ど
指
導
的
役
割
を
担
い

ま
す
。

　
火
災
予
防
に
つ
い
て
は
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
、
取
り
替
え
な
ど
住
宅
防
火
を

推
進
し
ま
す
。

▼
「
交
通
安
全
・
防
犯
対
策
の
強
化
」

　
交
通
事
故
の
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指

し
、
横
断
歩
道
等
の
交
通
安
全
施
設
の
充
実

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
犯
罪
発
生
の
抑
止
お

よ
び
市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
の
た
め
、

地
域
安
全
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

▼
「
環
境
保
全
と
循
環
型
社
会
の
形
成
」

　
更
な
る
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を
推
進

し
、
家
庭
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
門
前

収
集
の
拡
充
に
向
け
、
段
階
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
「
宜
野
湾
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

（
区
域
施
策
編
）
」
お
よ
び
「C

O
O

L
 C

H
O

IC
E

賛
同
宣
言
」
に
基
づ
き
、
省
エ
ネ
設
備
等

設
置
の
推
進
や
環
境
教
育
講
習
会
の
充
実

に
努
め
、
環
境
保
全
の
意
識
啓
発
に
取
り

組
み
ま
す
。

▼
「
公
害
・
環
境
衛
生
対
策
の
推
進
」

　
市
民
が
健
康
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
生
活
環

境
の
確
保
の
た
め
、
倉
浜
衛
生
施
設
組
合
の

し
尿
処
理
施
設
整
備
事
業
計
画
に
取
り
組
み

ま
す
。

▼
「
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
」

　
市
民
や
事
業
者
等
と
協
働
し
、
宜
野
湾
ら

し
い
景
観
資
源
を
大
切
に
守
り
育
て
、
豊
か

で
潤
い
あ
る
風
景
づ
く
り
推
進
事
業
を
実
施

し
、
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地
区

跡
地
に
つ
い
て
は
、
「
景
観
形
成
重
点
地
区
」

の
指
定
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　
健
全
な
市
街
地
の
整
備
と
生
活
環
境
の
改

善
に
向
け
、
宇
地
泊
第
二
土
地
区
画
整
理
事

業
お
よ
び
佐
真
下
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業

に
取
り
組
み
、
新
た
に
西
普
天
間
住
宅
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
も
実
施
し
ま
す
。

　
普
天
間
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事
業
の

普
天
間
地
区
に
お
い
て
は
、
門
前
広
場
な
ど

の
整
備
へ
向
け
た
建
物
補
償
や
、
交
流
施
設

の
実
施
設
計
お
よ
び
沖
縄
平
和
祈
念
像
原
型

の
活
用
へ
向
け
た
基
本
・
実
施
設
計
な
ら
び

に
並
松
街
道
の
実
施
設
計
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
真
栄
原
地
区
に
お
い
て
は
、
交

流
施
設
の
整
備
へ
向
け
た
建
物
補
償
な
ど
を

行
い
、
同
施
設
と
併
せ
た
道
路
整
備
に
つ
い

て
、
今
後
も
検
討
を
進
め
ま
す
。

　
市
民
の
安
全
・
快
適
な
住
環
境
整
備
の
た

め
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
の
実
施
や
、

既
存
市
営
住
宅
の
長
寿
命
化
を
推
進
し
、
伊

利
原
市
営
住
宅
Ｅ
棟
改
修
工
事
の
設
計
に
着

手
し
ま
す
。
ま
た
、
空
家
等
に
関
す
る
対
策

方
針
を
示
す
た
め
、
空
家
等
対
策
計
画
策
定

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

▼
「
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
」

　
市
道
宜
野
湾
11

号
の
平
成
31

年
度
中
の

供
用
開
始
を
目
指
し
、
中
原
進
入
路
に
つ

い
て
は
、
市
道
中
原
33

号
と
し
て
市
道
認

定
し
、
整
備
を
行
い
、
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧

西
普
天
間
住
宅
地
区
跡
地
と
国
道
58

号
を

つ
な
ぐ
ア
ク
セ
ス
道
路
に
つ
い
て
は
、
市

道
喜
友
名
23

号
と
し
て
市
道
認
定
し
、
道

路
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
市
道
我
如
古
21

号
、
嘉
数
１
号
お
よ
び
伊

佐
１
号
の
整
備
事
業
な
ら
び
に
都
市
計
画
道

路
の
３
・
４
・
71

号
普
天
間
線
道
路
整
備
事

業
に
つ
い
て
も
継
続
実
施
し
、
供
用
中
の
道

路
や
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
、
快
適
な
道
路

環
境
の
持
続
的
な
提
供
の
た
め
、
橋
り
ょ
う

の
老
朽
化
対
策
や
、
大
山
７
丁
目
地
内
の
舗

装
改
良
な
ど
、
道
路
の
計
画
的
な
維
持
修
繕

に
努
め
ま
す
。

▼
「
上
・
下
水
道
の
整
備
」

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
平

成
30

年
４
月
に
水
道
局
と
建
設
部
下
水
道
課

第４２０回 市議会定例会

平成31年度
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宜
野
湾
市
で
は
、
平
成
14

年
か
ら
毎
年
一
人
、

宜
野
湾
市
海
外
友
好
都
市
で
あ
る
中
国
福
建

省
・
厦
門
市
に
あ
る
厦
門
理
工
学
院
へ
留
学
生

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

（
現
在
第
17

期
生
が
留
学
中
）

　
平
成
29

年
９
月
〜
平
成
30

年
７
月
ま
で
約
１

年
間
の
留
学
を
終
え
た
第
16

期
留
学
生
・
桃
原

優
奈
さ
ん
の
帰
国
報
告
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
１
月
17

日
（
木
）
、
宜
野
湾
市
役
所

第
一
会
議
室
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　帰
国
報
告

　
桃
原
優
奈
さ
ん
よ
り
、
厦
門
市
の
紹
介
、
学

校
で
の
様
子
、
中
国
文
化
体
験
、
様
々
な
出
会

い
等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

【
留
学
生
活
に
つ
い
て
】

　
全
て
の
授
業
は
英
語
と
中
国
語
で
行
わ
れ
ま

す
。
授
業
は
、
中
国
人
学
生
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と

な
り
、
先
生
の
言
っ
て
い
る
意
味
や
授
業
の
理

解
で
き
な
い
部
分
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
授
業
外
で
は
、
吹
奏
楽
部
へ
の
参
加
、
旅
行
、

学
生
寮
で
の
生
活
等
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
の

友
達
が
出
来
ま
し
た
。
中
国
語
の
レ
ベ
ル
は
、

留
学
前
は
自
分
の
名
前
を
言
う
事
も
ま
ま
な
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
留
学
後
は
日
常
会
話
な

ら
問
題
無
い
レ
ベ
ル
に
ま
で
な
り
ま
し
た
。
現

在
、
県
内
の
中
国
系
旅
行
会
社
に
勤
務
し
て
お

り
、
中
国
人
と
一
緒
に
仕
事
を
す
る
中
で
、
日
々

中
国
語
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
。

【
最
後
に
】

　
私
は
留
学
前
、
人
生
に
挫
折
を
感
じ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
厦
門
で
の
経
験
が
私
を
変
え

ま
し
た
。
中
国
人
の
寛
容
で
人
懐
っ
こ
い
国
民

性
の
お
か
げ
で
、
私
は
笑
顔
を
取
り
戻
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
　パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　　

　『
厦
門
の
生
活
事
情
と

　
　
　留
学
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
』

　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
沖
縄
N
G
O
セ
ン

タ
ー
理
事
の
大
仲
る
み
子
さ
ん
の
進
行
の
も

と
、
桃
原
優
奈
さ
ん
、
西
原
真
紀
子
さ
ん
（
第

14

期
留
学
生
）
、
知
念
佳
奈
さ
ん
（
現
留
学
生
）

が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
か
ら
、
本
テ
ー
マ
に
つ
い
て
ざ
っ

く
ば
ら
ん
に
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

宜
野
湾
市
海
外
留
学
生
派
遣
事
業

帰

国

報

告

会
ア

モ

イ

『
中
国
厦
門
留
学
の

  

経
験
と
留
学
後
の

  

可
能
性
に
つ
い
て
』

〜
留
学
が
私
を
変
え
た
！
〜

◀
第
16 

期
留
学
生

　桃 

原  

優 

奈 

さ
ん

▶
帰
国
報
告
会
の
様
子

中国・厦門市への留学生募集‼
　国際的視野を持った人材の育成を目的に、本市の海外友好都市である中国福建省厦門市にある厦門理工学院（大学）

への派遣留学生を募集します。

【派遣人員】　1人

【募集期間】　2019 年 4月8日（月）～5月21日（火）　※土日祝日を除く

【選抜試験】　2019 年 5月25日（土）　＜作文および面接試験＞

【応募資格】　①2019 年 4月1日現在において、

　　　　　　　満 18歳以上満 40歳以下で高校卒業以上の学歴を有する者。

　　　　　　②2018 年 4月1日から宜野湾市に住所を有する者。

　　　　　　③日本国籍を有する者。

　　　　　　④心身共に健康である者。

【派 遣 先】　中国福建省厦門市　厦門理工学院（大学）

【留学期間】　9月～翌年 7月ごろ

【留 学 費】　市 の 補 助

　　　　　　学費全額、寮費の半額、往復旅費相当額、ビザ申請費

　　　　　　留学生負担

　　　　　　寮費の半額（年間約2万円）、生活費、保険に係る費用

※問合せ　市民協働推進課

　　　　　☎893-4119（直通）

詳しくは

こちらから▶

今
ど
の
よ
う
な
活
動
を

       
な
さ
れ
て
い
ま
す
か

新
垣
さ
ん
（
以
下
、
新
垣
）
：
昨
年
４
月

に
子
ど
も
会
育
成
会
の
会
長
に
就
任
し
、

子
ど
も
会
活
動
の
企
画
、
運
営
に
携
わ

ら
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

活
動
を
始
め
た
キ
ッ
カ
ケ
は

新
垣
：
長
女
の
小
学
校
入
学
時
に
、
お

隣
さ
ん
か
ら
誘
わ
れ
た
こ
と
が
キ
ッ
カ

ケ
で
す
。
活
動
を
通
し
て
、
長
女
に
隣

り
近
所
で
遊
ぶ
友
人
が
増
え
て
い
っ
た

こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
し
、
目
が
行

き
届
く
場
所
で
友
達
と
遊
ん
で
く
れ
る

こ
と
が
、
親
と
し
て
の
安
心
感
に
も
繋

が
り
ま
し
た
。

目
玉
の
行
事
を

       

教
え
て
く
だ
さ
い

新
垣
：
公
民
館
で
毎
年
夏
休
み
に
開
催

す
る
「
お
泊
り
会
」
が
目
玉
で
、
昨
年

は
子
ど
も
15

名
と
、
大
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
お
泊
り
会
は
、
「
子
ど
も
達
が
力
強
く

生
き
て
い
く
術
を
学
ぶ
」
こ
と
を
テ
ー

マ
と
し
、
防
災
と
関
連
し
た
段
ボ
ー
ル

を
活
用
し
た
寝
床
作
り
で
は
、
子
ど
も

達
自
ら
で
段
ボ
ー
ル
や
材
料
を
調
達
し

て
き
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
小
学
校
高

学
年
の
子
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
子
ど

も
達
が
夕
食
、
朝
食
づ
く
り
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
す
。
ス
イ
カ
割
り
や
、
自

分
達
が
作
っ
た
段
ボ
ー
ル
で
の
寝
床
で

就
寝
す
る
な
ど
、
夏
休
み
の
貴
重
な
楽

し
い
思
い
出
と
も
な
る
行
事
で
す
。

大
切
に
し
て
い
る

       

こ
と
は
何
で
す
か

新
垣
：
子
ど
も
達
が
主
体
と
な
っ
て
動

き
楽
し
む
こ
と
、
そ
こ
に
関
わ
る
大
人

も
一
緒
に
楽
し
め
る
取
組
を
実
施
す
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
今
年
の

１
月
に
は
、
初
め
て
子
ど
も
会
主
催
の

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
、
子
ど
も

達
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
も
一
緒
に
な
っ

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど

も
も
大
人
も
楽
し
め
る
活
動
を
今
後
も

企
画
し
て
い
く
こ
と
が
私
の
目
標
で
す
。

ま
と
め

　
「
子
ど
も
会
活
動
に
関
わ
る
大
人
も
一

緒
に
楽
し
め
る
活
動
を
展
開
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
言
葉
が
印
象
的
で
し

た
。
子
ど
も
会
へ
の
加
入
が
昨
年
の
３

倍
を
超
え
、
今
後
の
活
動
が
楽
し
み
な

大
謝
名
団
地
自
治
会
で
し
た
。

災害時を想定した、“段ボールを活用した寝床作り”

～真剣な表情で作る子ども達～

“６年生を送る会”で、パークゴルフ大会とバーベーキューを併せて開催。

～笑顔が溢れるBBQのひととき～

（後列右端から）大城周子自治会長、小浜裕子書記、新垣弘明さん、子ども会育成会と子ども会の皆さん

～子ども会活動を楽しんでます！～

新 垣  弘 明 さん

（ 子ども会育成会 会長 ）

■各自治会の年間行事を市ホームページに掲載しています。

■次回（６月）は、上大謝名自治会です。

大謝名団地
自治会

☎897-3010

自治会（公民館）の紹介

　大謝名団地は老朽化のため、現在建

替え工事中ですが、仮移転中だった世

帯も昨年９月に完成した新２号棟に戻っ

てきて、また賑やかさが戻ってきました。

　自治会事務所は２号棟１階に移り、

子ども会や子どもエイサー、体操教室、

その他サークル団体が、公民館を拠点

に楽しく活動しています。全棟完成予

定の２０２０年が待ち遠しい今日この頃

です。

子ども会が活発になってきました

　子ども会は、保護者からなる子ども

会育成会からのサポートを受けながら、

新１年生を迎える会や夏休み親子ふれ

あいラジオ体操会、ハロウィンイベント

など、子ども主体の楽しめる取組を企

画しています。今年は子どもと大人総

勢４２名で初のボウリング大会を賑や

かに開催し、目に見えて活動が活発に

なってきました。団地で生まれ育った子

ども達の多くは、進学や就職を機に親

元を離れますが、大人になっても大謝

名団地を「地元」と思ってくれるよう、

今後も工夫しながら楽しめる活動を展

開していきたいです。あなたもご一緒

にいかがですか。

大謝名団地

〜
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る

　

   

活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
〜

　
　
　
　

 

新 

垣  

弘 

明 

さ
ん

▲自治会の取組を紹介する
　パンフレットが完成しました！

公
民
館
に
お
い
で
よ
！
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ま
す
か
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子
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す
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玉
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く
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さ
い
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垣
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公
民
館
で
毎
年
夏
休
み
に
開
催

す
る
「
お
泊
り
会
」
が
目
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で
、
昨
年

は
子
ど
も
15
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と
、
大
人
の
ボ
ラ
ン
テ
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ア
ス
タ
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フ
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
お
泊
り
会
は
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「
子
ど
も
達
が
力
強
く

生
き
て
い
く
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を
学
ぶ
」
こ
と
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と
し
、
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災
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連
し
た
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ボ
ー
ル

を
活
用
し
た
寝
床
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で
は
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子
ど
も
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ら
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ボ
ー
ル
や
材
料
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て
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ま
す
。
そ
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他
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ど
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朝
食
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く
り
に
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割
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就
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す
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な
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み
の
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重
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い
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る
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事
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。
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こ
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す
か
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こ
と
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わ
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に
楽
し
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る
取
組
を
実
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る

こ
と
を
大
切
に
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い
ま
す
。
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年
の

１
月
に
は
、
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て
子
ど
も
会
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催
の

ボ
ウ
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催
し
、
子
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達
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
も
一
緒
に
な
っ

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど

も
も
大
人
も
楽
し
め
る
活
動
を
今
後
も

企
画
し
て
い
く
こ
と
が
私
の
目
標
で
す
。

ま
と
め

　
「
子
ど
も
会
活
動
に
関
わ
る
大
人
も
一

緒
に
楽
し
め
る
活
動
を
展
開
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
た
言
葉
が
印
象
的
で
し

た
。
子
ど
も
会
へ
の
加
入
が
昨
年
の
３

倍
を
超
え
、
今
後
の
活
動
が
楽
し
み
な

大
謝
名
団
地
自
治
会
で
し
た
。

災害時を想定した、“段ボールを活用した寝床作り”

～真剣な表情で作る子ども達～

“６年生を送る会”で、パークゴルフ大会とバーベーキューを併せて開催。

～笑顔が溢れるBBQのひととき～

（後列右端から）大城周子自治会長、小浜裕子書記、新垣弘明さん、子ども会育成会と子ども会の皆さん

～子ども会活動を楽しんでます！～

新 垣  弘 明 さん

（ 子ども会育成会 会長 ）

■各自治会の年間行事を市ホームページに掲載しています。

■次回（６月）は、上大謝名自治会です。

大謝名団地
自治会

☎897-3010

自治会（公民館）の紹介

　大謝名団地は老朽化のため、現在建

替え工事中ですが、仮移転中だった世

帯も昨年９月に完成した新２号棟に戻っ

てきて、また賑やかさが戻ってきました。

　自治会事務所は２号棟１階に移り、

子ども会や子どもエイサー、体操教室、

その他サークル団体が、公民館を拠点

に楽しく活動しています。全棟完成予

定の２０２０年が待ち遠しい今日この頃

です。

子ども会が活発になってきました

　子ども会は、保護者からなる子ども

会育成会からのサポートを受けながら、

新１年生を迎える会や夏休み親子ふれ

あいラジオ体操会、ハロウィンイベント

など、子ども主体の楽しめる取組を企

画しています。今年は子どもと大人総

勢４２名で初のボウリング大会を賑や

かに開催し、目に見えて活動が活発に

なってきました。団地で生まれ育った子

ども達の多くは、進学や就職を機に親

元を離れますが、大人になっても大謝

名団地を「地元」と思ってくれるよう、

今後も工夫しながら楽しめる活動を展

開していきたいです。あなたもご一緒

にいかがですか。

大謝名団地

〜
子
ど
も
も
大
人
も
楽
し
め
る

　

   

活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
〜

　
　
　
　

 

新 

垣  

弘 

明 

さ
ん

▲自治会の取組を紹介する
　パンフレットが完成しました！

公
民
館
に
お
い
で
よ
！
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　市、市教育委員会、宜野湾警察署は「成人の適正飲酒及び

未成年者飲酒防止３ヶ条」を宣言しました。この取り組みは、

ちゅらさん運動の一環として、成人の適正飲酒、未成年者に

対する飲酒防止のための取り組みを推進し、過度の飲酒によ

る健康障害、各種事件・事故の防止を図るとともに、未来を

担う青少年の健全育成を図ることを目的としています。

普天間小学校▼

▲大謝名小学校

市の動きや

まちの最近の出来事を  お届けします！
Photo News

宜野湾市の

いろいろな話題
2/21

「成人の適正飲酒及び未成年者飲酒防止3か条」

三者共同で宣言  適正飲酒を呼びかけ2/27

「化けろ！やりたいこと全部やろう」

今年で11回目　沖縄国際映画祭開催

　「第１５回都道府県対抗全日本中学生女子ソフトボール大会」

の沖縄選抜メンバーに選出された喜屋武杏音（あんね）さん（宜

野湾中２年）が市役所を訪れ、出場報告を行いました。喜屋

武さんは「今回、市内からは１人しか代表に選ばれなかったた

め、市の代表としてもいいプレーができるように頑張ります」

と全国大会に向けての意気込みを語りました。

2/28

全日本中学生女子ソフトボール大会へ出場

喜屋武さん  市の代表としても頑張る

　AFCビーチサッカー選手権２０１９に向けた日本代表候補（ラ

モス瑠偉監督）の合宿が２月２１日～２４日まで宜野湾トロピカ

ルビーチで行われました。２１日には歓迎式が行われ、ラモス

監督は「アジアのトップに立ち、ワールドカップで優勝できる

よう全力で戦い、皆さんに良い報告ができるように頑張りたい」

と決意を語りました。その後の選手権大会では激闘の末に優

勝を飾り、１１月に開幕するW杯に弾みをつけました。

2/21

ビーチサッカー　日本代表

オリンピック強化合宿　歓迎式

2/25

毎月25日は「まちニコ（25）デー」(*^_^*)

普天間小・大謝名小で朝のあいさつ運動を実施

　ＪＡおきなわ宜野湾支店祭りで催された、野菜などを来場者

に配布するイベントにて、その一部を子どもの居場所やフード

バンク等へご寄贈いただきました。寄贈式では、市内の子ども

の居場所を代表して、市生活福祉課長と子どもの居場所「普

天間やまがっこう」の當山氏が謝辞を述べました。ＪＡおきなわ

宜野湾支店では、今後、制服等のリサイクル活動にもご協力い

ただけるとのことです。

2/23

JA宜野湾支店様より市内の子どもの居場所などへ

新鮮野菜やお米などの食料品を寄贈

　日頃から積極的にあいさつ声

かけ運動に取り組んでいる普天

間小学校と大謝名小学校の児

童の皆さんと一緒に、市長をは

じめ、まちニコ大使（西向幸三

さん）、まちニコ推進委員、民

生委員など、多くの地域の方々

とあいさつ声かけ運動を行いま

した。学校前は明るいあいさつ

と笑顔で溢れました。

　４月１８日～２１

日までの４日間、

県内各地にて開催

される「島ぜんぶ

でおーきな祭　第

１１回沖縄国際映

画祭」の PR のた

め、ガレッジセー

ルさん、宮川たま子さん、大屋あゆみさんが市役所を訪れまし

た。沖縄の可能性を日本中・世界中に発信する起爆剤になる

ことを目指し、もっともっと刺激的なお祭りになっているとの事

です。市役所ロビーには、開催までのカウントダウンボードが

設置されました。

2/28

「地域資源を活かした、活力あるまち」の実現に向け

市産業振興計画書を手交

　地域の方々に試合で勝利し喜んでもらうことを使命として活

動している日立製作所野球部（和久井勇人監督）の皆さんが

市役所を訪れました。同野球部は平成２６年より本市で春季キャ

ンプを行っており、今年もアトムホームスタジアム宜野湾にて

春季キャンプを行いました。和久井監督は「宜野湾で力をつ

けて、今年のシーズンも頑張っていきたい」と語りました。

3/1

宜野湾で春季キャンプ

日立製作所野球部関係者来訪

　第47回小中学生交通安全ポスターコンクール小学生高学年

の部で大賞の文部科学大臣賞を受賞した新崎舞乙（まお）さん

（普天間第二小６年）が市役所を訪れ、受賞報告を行いました。

新崎さんは「姉のアドバイスを取り入れ制作した。このような賞

を受賞でき、うれしかった」と受賞の喜びを語りました。また、普

天間第二小（桃原修校長）も優秀学校賞を受賞しました。

3/7

絵で交通ルール遵守の大切さを訴える

JA全国交通安全コンクール文科大臣賞受賞

　３月３日から７日間にわたって開催された第６回東アジア沖縄

国際交流大学サッカー大会２０１９の開会式が４日、沖縄国際大

学にて行われました。本大会は、スポーツを通じて台湾・香港・澳

門・日本の将来を担う大学生の国際交流の一環として、文化・食・

伝統などの交流を図ることを目的に行っています。今回は、県内

大学を含む計８校のサッカー部による試合が行われました。

3/4

サッカーを通じて国際交流

第６回 東アジア国際交流大学サッカー大会

　一般公募による

市民代表委員をは

じめ、経済団体や

雇用・企業支援団

体、学識経験者等

で構成された市産

業振興計画推進協

議会（名嘉座元一

会長）から、第二次宜野湾市産業振興計画（案）の答申書が

松川市長へ手交されました。本計画書は、産業振興、地域経

済活性化を図っていくための具体的な取組み等を示した計画と

なっています。今後も市民・事業者の活力がより向上していく

まちづくりに向け取り組んでいきます。
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なっています。今後も市民・事業者の活力がより向上していく

まちづくりに向け取り組んでいきます。
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左
下
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
読
み
込
む
と
、
当
館
の
H
P
に
い
け

ま
す
（
左
上
の
画
像
）
。
こ
こ
か
ら
画
面
を
下
に

ス
ク
ロ
ー
ル
す
る
と
、
画
面
左
側
に
メ
ニ
ュ
ー

一
覧
が
出
て
き
ま
す
（
左
中
央
の
画
像
）
。

　
主
に
学
芸
担
当
が
行
っ
て
い
る
博
物
館
の
取

り
組
み
な
ど
は
、
①
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
企

画
展
や
市
民
講
座
の
情
報
は
、
②
の
メ
ニ
ュ
ー

か
ら
詳
細
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
③
の
証

明
書
発
行
に
つ
い
て
は
、
３
月
を
も
っ
て
終
了

と
な
り
ま
し
た
。
④
で
は
、
博
物
館
の
市
史
編

集
担
当
が
行
っ
て
い
る
仕
事
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
発
刊
さ
れ
た
市
史
や
報
告
書
、
こ
れ
ま
で

博
物
館
で
発
行
し
て
き
た
広
報
誌
、
市
報
掲
載

コ
ラ
ム
な
ど
は
⑤
か
ら
各
ペ
ー
ジ
に
移
動
で
き

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
博
物
館
長
が
定
期
的
に
発

行
し
て
い
る
「
森
の
川
自
然
散
歩
」
な
ど
も
３

月
か
ら
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
H
P
か
ら
発
信
す
る
博
物
館

や
宜
野
湾
市
の
情
報
を
、
楽
し
く
ご
活
用
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

【
問
合
せ
】

  

市
立
博
物
館 

☎
８
７
０-

９
３
１
７
　

　
今
年
も
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
宜
野
湾

市
立
博
物
館
は
、
こ
の
６
月
で
設
立
20

周
年
を

迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
講
座
や
展
示
な
ど

で
、
こ
の
節
目
を
記
念
す
る
試
み
を
計
画
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
随
時

博
物
館
の
H
P
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
で
紹
介
し

て
い
く
予
定
で
す
。
当
館
の
H
P
で
は
、
こ
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
ほ
か
に
も
、
広
報
誌

や
こ
れ
ま
で
市
報
に
掲
載
し
た
コ
ラ
ム
な
ど
も

取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
待
ち
時
間
や
移
動
時
間

な
ど
の
暇
つ
ぶ
し
に
、
当
館
の
H
P
を
覗
い
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

古
道
を
訪
ね
て 〜

大
山
か
ら
宜
野
湾
へ
向
か
う
道
〜

　
国
道
58

号
か
ら
大
山
貝
塚
に
む
け
て
坂
道
を

行
く
と
普
天
間
飛
行
場
の
フ
ェ
ン
ス
に
差
し
当

た
り
、
そ
の
右
側
に
は
大
山
貝
塚
と
大
山
発
祥

の
聖
地
「
ミ
ス
ク
ヤ
マ
」
の
拝
所
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
こ
の
道
は
、
「
ジ
ノ
ー
ン
ミ
チ
」
と
呼

ば
れ
、
宜
野
湾
村
の
中
心
で
あ
る
宜
野
湾
へ
向

か
う
道
で
し
た
。
ま
た
、
戦
前
の
大
山
の
綱
引

き
で
は
、
メ
ン
ダ
カ
リ
（
前
村
渠
）
と
ク
シ
ン

ダ
カ
リ
（
後
村
渠
）
に
分
か
れ
る
境
界
線
の
道

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
本
来
、
こ
の
道
を
東
へ
抜
け
て
宜
野
湾
に
向

か
う
と
、
そ
こ
に
は
「
ミ
ー
ガ
ッ
コ
ウ
」
と
呼

ば
れ
る
宜
野
湾
国
民
学
校
（
昭
和
16

年
以
降
）

が
あ
り
、
大
山
の
子
ど
も
達
も
そ
こ
へ
通
っ
て

い
ま
し
た
。
通
学
路
と
し
て
こ
の
道
を
通
る
子

ど
も
達
は
、
ミ
ス
ク
ヤ
マ
の
前
に
差
し
掛
か
る

と
ミ
ス
ク
ヤ
マ
に
向
か
っ
て
一
礼
し
て
学
校
へ

向
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　
同
じ
道
で
も
宜
野
湾
側
か
ら
は
、
こ
の
大
山

へ
向
か
う
道
を
「
ウ
ヤ
マ
ミ
チ
」
「
ガ
ッ
コ
ウ

ミ
チ
」
「
ソ
ン
ド
ー
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
道
は
大
山
か
ら
宜
野
湾
へ
抜
け
る
だ
け
で

な
く
、
宜
野
湾
を
抜
け
て
長
田
へ
向
か
う
道
で

も
あ
り
ま
し
た
。
い
わ
ば
、
宜
野
湾
の
東
西
横

断
線
の
道
で
し
た
。

　
今
で
は
普
天
間
飛
行
場
の
た
め
、
道
は
途
切

れ
て
い
ま
す
が
、
か
つ
て
こ
の
道
を
利
用
し
た

人
び
と
に
と
っ
て
は
、
思
い
出
の
残
る
道
な
の

で
す
。

【
問
合
せ
】

  

市
立
博
物
館 

☎
８
７
０-

９
３
１
７
　

お茶を飲みながら、

ぎのわんの歴史を

のぞいてみませんか？

180

市立博物館

イメージキャラクター

天女ちゃん

宜
野
湾
市
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。
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▲宜野湾へ向かっていた道　2019（平成31）年　

　正面の森は大山貝塚

▲大山の聖地「ミスクヤマ」拝所　2019（平成31）年

■博物館ホームページ

■メニュー  一覧

◀博物館

　ホームページ

時
間
を
持
て
余
し
た
ら

　博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

　
　

　
　

お
互

いに　未来を掴もう
　

共
同

参
画

平成30年度

男女共同参画フォーラム

昭和歌謡劇でほっこり。 男女共同参画

～ 輝く女  ヒデ子の生涯 ～

　2 月 28 日（木）、中央公民館にて、平成 30 年度宜野湾市男女共同参画フォーラムを開催しました。

多くの方に興味を持っていただけるよう、「落語」と「昭和歌謡劇」を取り入れた内容となりました。

私たちの生活をめぐる状況が変化していく中、「男性は仕事、女性は家庭」といったこれまでの性

別による固定的な役割分担にとらわれることなく、あらゆる分野でそれぞれの個性と能力を発揮し、

喜びや責任を分かち合うことができる男女共同参画社会の推進が必要となってきています。フォー

ラムではお互い協力し合う事の大切さ、自分らしく生きることの大切さを、笑いを交えながら楽しく

紹介しました！

世の中には、様々な夫婦の形があります。

この噺は、横柄な夫が妻への感謝の気持ちを

妻に聞かれてしまう内容です。おもしろく、臨

場感たっぷりの落語で話していただきました。

落語家：おきらく亭すい好▶

多くのご来場、

ありがとう

ございました！

（ヒデ子）

第１部  落語  替わり目

地域連絡会のみなさんで考えたオリジナルの

劇を、昭和歌謡曲を交えて演じました。

2030年の宜野湾市が舞台となっており、主人

公の人生を振り返りながら、男女共同参画に

ついて考えるきっかけとなるような内容。笑い

あり、感動あり、大盛況のうちに終えました。 ▲出演者：市男女共同参画行政地域連絡会、

　　　　  市女性団体連絡協議会　他

第２部  昭和歌謡劇

問合せ／市民協働推進課 平和・男女共同係　☎893-4411　内線421
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当日は市内外から82名もの方が来場

しました! 多くのご参加、ありがとうご

ざいました!

 ・ 一生懸命の演技が心に響きました。

素晴らしかったと思います。楽し

かった。

 ・ 「手話」もあってより多くの人が参加

できて良かったと思います。

 ・ 人生を自分らしく生きるって事は、

大切な事ですね！

参加者の声

オープニング演奏：

ギターアンサンブル　エモシオン

学び、ふれあい、感じる実践の場

　
新
年
度
を
迎
え
職
場
や
学
校
な
ど
の
新
し
い
環
境
で
の

生
活
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
の
時
期
は
、
緊
張
や
ス
ト
レ
ス

か
ら
不
調
を
感
じ
や
す
い
時
期
で
す
。
ス
ト
レ
ス
の
90
％

以
上
は
対
人
関
係
が
原
因
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
対
人
関
係
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
も
な
る

氣
質
学
で
自
分
や
相
手
の
タ
イ
プ
を
知
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
役
立
て
る
方
法
を
ワ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
学
び

ま
す
。
ま
ず
は
自
分
を
知
り
、
相
手
と
の
違
い
に
氣
づ
き
、

お
互
い
を
認
め
合
う
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
講
座

氣
質
学
で
楽
に
な
る
！

〜
自
分
と
相
手
を
認
め
合
う

　
　
　わ
く
わ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜

講
　
師
　
島
袋
盛
子
（ 

し
ま
ぶ
く
ろ 

み
つ
こ 

）
さ
ん

　
　
　
　
（
一
般
社
団
法
人
氣
質
学
協
会
理
事
　

　
　
　
　  

氣
質
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
認
定
講
師
）

日
　
時
　
５
月
14
日
（
火
）
19
時
〜
21
時

場
　
所
　
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ふ
く 

講
堂

対
　
象
　
関
心
の
あ
る
方

定
　
員
　
32
人(

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り)

　
　
　

受
付
開
始
　
４
月
15
日
10
時
よ
り
　 

受
講
料
　
無
料

託
児
あ
り
　
（
希
望
者
は
、
申
し
込
み
時
に
受
付
）

申
し
込
み
・
問
合
せ
先
（
平
日
10
時
〜
17
時
）

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー 

ふ
く
ふ
く

　
　
宜
野
湾
市
志
真
志
１
丁
目
15
番
22
号

　
　
電
話
８
９
６ - 

１
６
１
６

お楽しみに!
みんな来てね!

う
な
い

い
き
ー

※

講
座
申
し
込
み
時
に
氣
質
学
学
問
の
性
質
上
、
事
前
の
資
料

作
り
や
グ
ル
ー
プ
分
け
の
為
、
生
年
月
日
を
お
伺
い
し
ま
す
。

ご
了
承
の
上
、
ご
参
加
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
２
回 

ふ
く
ふ
く
講
座
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イメージキャラクター

天女ちゃん

宜
野
湾
市
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。
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▲宜野湾へ向かっていた道　2019（平成31）年　

　正面の森は大山貝塚

▲大山の聖地「ミスクヤマ」拝所　2019（平成31）年

■博物館ホームページ

■メニュー  一覧

◀博物館

　ホームページ

時
間
を
持
て
余
し
た
ら

　博
物
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

　
　

　
　

お
互

いに　未来を掴もう
　

共
同

参
画

平成30年度

男女共同参画フォーラム

昭和歌謡劇でほっこり。 男女共同参画

～ 輝く女  ヒデ子の生涯 ～

　2 月 28 日（木）、中央公民館にて、平成 30 年度宜野湾市男女共同参画フォーラムを開催しました。

多くの方に興味を持っていただけるよう、「落語」と「昭和歌謡劇」を取り入れた内容となりました。

私たちの生活をめぐる状況が変化していく中、「男性は仕事、女性は家庭」といったこれまでの性

別による固定的な役割分担にとらわれることなく、あらゆる分野でそれぞれの個性と能力を発揮し、

喜びや責任を分かち合うことができる男女共同参画社会の推進が必要となってきています。フォー

ラムではお互い協力し合う事の大切さ、自分らしく生きることの大切さを、笑いを交えながら楽しく

紹介しました！

世の中には、様々な夫婦の形があります。

この噺は、横柄な夫が妻への感謝の気持ちを

妻に聞かれてしまう内容です。おもしろく、臨

場感たっぷりの落語で話していただきました。

落語家：おきらく亭すい好▶

多くのご来場、

ありがとう

ございました！

（ヒデ子）

第１部  落語  替わり目

地域連絡会のみなさんで考えたオリジナルの

劇を、昭和歌謡曲を交えて演じました。

2030年の宜野湾市が舞台となっており、主人

公の人生を振り返りながら、男女共同参画に

ついて考えるきっかけとなるような内容。笑い

あり、感動あり、大盛況のうちに終えました。 ▲出演者：市男女共同参画行政地域連絡会、

　　　　  市女性団体連絡協議会　他

第２部  昭和歌謡劇

問合せ／市民協働推進課 平和・男女共同係　☎893-4411　内線421

172

当日は市内外から82名もの方が来場

しました! 多くのご参加、ありがとうご

ざいました!

 ・ 一生懸命の演技が心に響きました。

素晴らしかったと思います。楽し

かった。

 ・ 「手話」もあってより多くの人が参加

できて良かったと思います。

 ・ 人生を自分らしく生きるって事は、

大切な事ですね！

参加者の声

オープニング演奏：

ギターアンサンブル　エモシオン

学び、ふれあい、感じる実践の場

　
新
年
度
を
迎
え
職
場
や
学
校
な
ど
の
新
し
い
環
境
で
の

生
活
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
の
時
期
は
、
緊
張
や
ス
ト
レ
ス

か
ら
不
調
を
感
じ
や
す
い
時
期
で
す
。
ス
ト
レ
ス
の
90
％

以
上
は
対
人
関
係
が
原
因
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
対
人
関
係
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
も
な
る

氣
質
学
で
自
分
や
相
手
の
タ
イ
プ
を
知
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
役
立
て
る
方
法
を
ワ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
学
び

ま
す
。
ま
ず
は
自
分
を
知
り
、
相
手
と
の
違
い
に
氣
づ
き
、

お
互
い
を
認
め
合
う
こ
と
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り
講
座

氣
質
学
で
楽
に
な
る
！

〜
自
分
と
相
手
を
認
め
合
う

　
　
　わ
く
わ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〜

講
　
師
　
島
袋
盛
子
（ 

し
ま
ぶ
く
ろ 

み
つ
こ 

）
さ
ん

　
　
　
　
（
一
般
社
団
法
人
氣
質
学
協
会
理
事
　

　
　
　
　  

氣
質
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
認
定
講
師
）

日
　
時
　
５
月
14
日
（
火
）
19
時
〜
21
時

場
　
所
　
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ふ
く 

講
堂

対
　
象
　
関
心
の
あ
る
方

定
　
員
　
32
人(

定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り)

　
　
　

受
付
開
始
　
４
月
15
日
10
時
よ
り
　 

受
講
料
　
無
料

託
児
あ
り
　
（
希
望
者
は
、
申
し
込
み
時
に
受
付
）

申
し
込
み
・
問
合
せ
先
（
平
日
10
時
〜
17
時
）

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー 

ふ
く
ふ
く

　
　
宜
野
湾
市
志
真
志
１
丁
目
15
番
22
号

　
　
電
話
８
９
６ - 

１
６
１
６

お楽しみに!
みんな来てね!

う
な
い

い
き
ー

※

講
座
申
し
込
み
時
に
氣
質
学
学
問
の
性
質
上
、
事
前
の
資
料

作
り
や
グ
ル
ー
プ
分
け
の
為
、
生
年
月
日
を
お
伺
い
し
ま
す
。

ご
了
承
の
上
、
ご
参
加
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
２
回 

ふ
く
ふ
く
講
座
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問合せ　児童家庭課　内線 285

　子どもや家庭、子どもの健やかな成長について国民全体で考えることを目的に、

毎年５月５日の「こどもの日」から１週間を「児童福祉週間」と定めています。

子どもの将来が生まれ育った環境に左右されることのないよう、国や地方公共団

体、学校、児童福祉施設等および地域社会等が一体となり、児童福祉の理念

の普及・啓発や子ども達を対象としたいろいろな催しが行われます。各家庭でも、

子どもの夢、未来の希望など親子で話し合う機会を設けましょう。

■児童手当　（内線 283・294）　対象：中学校修了まで

中学校修了前までの児童を養育する方に対し、申請に基づき審査を経て支給されます。

住所異動や出生などがあった場合は 15 日以内に届出が必要です。

※届出が遅れた場合、手当額が少なくなることがあります。

※公務員の方は勤務先で申請してください。

手当月額　▶中学生　 10,000円　　▶3歳～小学生　10,000円（第3子以降は15,000円）

　　　　　▶3歳未満  15,000円　　▶所得額が一定以上の方　5,000円

■児童扶養手当　（内線 182・263・179）　

対象：18 歳になった最初の 3 月まで（一定の障害がある場合は 20 歳の誕生月まで）

児童を養育するひとり親等に対し、申請に基づき審査を経て支給されます（父子も対象）。

手当月額（所得額によって異なります）

▶第1子　10,120円～42,910円　▶第2子　5,070円～10,140円加算　 ▶第3子以降　3,040円～6,080円

■特別児童扶養手当　（内線 182・263・179）　対象：20 歳の誕生月まで

精神または身体に一定以上の障害がある児童を養育している方に対し、申請に基づき審査を経て支給されます。

手当月額　▶１級該当の児童１人につき　52,200 円　▶２級該当の児童１人につき　34,770 円

■ひとり親家庭自立支援事業（内線 287）

ひとり親や寡婦を対象に、自立に必要な情報提供、相談、職業能力の向上や求職活動に関する支援をしています。

（生活相談、就労相談、資格取得等支援、ひとり親や寡婦を対象にした貸付に関する相談）

▶母子・父子自立支援員が対応します。　

【要予約】午前10：15～12：00　午後13：00～17：00

■母子および父子家庭等医療費助成事業（内線572）

母子および父子家庭等の親およびその児童を対象に、

右記のとおり医療費（保険診療分）の助成を行います。

※児童については、18 歳に達した日以後の最初の 3

月末日までが対象となります。

■こども医療費助成事業　（内線 342）

中学生までのお子さんを対象に、右記のとおり医療費

（保険診療分）の助成を行います。

がんじゅ～広場（動作法教室）

　肩の力を抜いて暮らしてみません

か？専門スタッフの指導の下、ワイワイ

楽しい仲間たちと一緒に姿勢や動作を

整えましょう。肩こり、腰痛、膝痛で

お困りのあなたをお待ちしています。

①場所　赤道老人福祉センター

（定員なし）

　日時　毎週金曜日10：00～12：00

（9：00～受付開始）

②場所　伊利原老人福祉センター

（毎回先着10人）

　日時　毎週金曜日14：00～16：00

（13：30～受付開始）

対象　市内在住の65歳以上の方

受講料　無料

＊申込不要

お問い合わせは介護長寿課です。

お間違いなく！

□申・□問　介護長寿課　内線 204

「栄養・お口の健康教室」の
お知らせ

見落としがちな口腔の健康ケアと、

簡単な栄養講話・調理実習を交えた

教室です。日頃の食生活について見

直してみませんか？

日程（全 3 回）

【口腔講話】5/17(金)10：00～12：00

【講話・調理】5/24(金)10：00～13：00

【講話・調理】5/31(金)10：00～13：00

場所　中央公民館　2 階　調理室　

　　　（17 日は、3 階　研修室 2）

対象　市内在住の 65 歳以上の調理

実習（料理教室のプログラム）を行う

上で健康上問題のない方

定員　16人（※申込多数の場合は抽選）

参加費　無料

申込期間　4/15（月）～5/10（金）

申込方法　電話または窓口受付

□申・□問　介護長寿課　内線 204

『いきいき筋力アップ教室』
～65歳からの筋力トレーニング～

　いつまでも元気でいるために自宅で

無理なくできる筋力トレーニング運動

とストレッチ、脳トレを学ぶ教室です。

対象

・市内在住の 65 歳以上の方で介護

認定を受けていない方

・医師からの運動制限のない方（医

師からの意見書を出していただく場

合がございます。）

・原則として教室全日程に参加できる方

≪5月教室≫

日時　5/14～9/17

毎週火曜　10：00～12：00

（旧盆8/13を除く全18回）

場所　赤道老人福祉センター

（赤道1-5-17）

定員　12人(※1)

申込期間　4/8（月）～4/23（火）(※2)

≪6月教室≫

日時　6/5～8/28

毎週水曜　10：00～12：00　

（旧盆8/14を除く全12回）

場所　勤労青少年ホーム　

（伊佐4-7-14）

定員　12人(※1)

申込期間　5/7（火）～5/22（水）(※2)

※1：応募多数の場合、新規の方を優

先し抽選とします。

※2：窓口または電話で受付後、窓口に

て申込書のご記入が必要です。

　各教室の詳しい内容や送迎につい

て等、ご質問や気になる点がございまし

たらお気軽にお問い合わせください。

□問 介護長寿課　内線 529、183

65歳以上の方を対象に交付している
「シルバーパスポートカード」ご活用ください！

　健康づくりやスポーツ、趣味等で高齢者が外出する機会を増やし、生きがいづ

くりを応援しようと「宜野湾市シルバーパスポート事業」を実施しています。

①市立体育館・・・トレーニングルーム利用料無料。

②普天間りうぼう（サンフティーマ）、テナント各店・・・毎週土曜・日曜は５％割引きな

ど。※詳しくは、店頭または管理事務局(☎896-1020)にてご確認ください。

③天然温泉アロマ・・・200円割引き。（通常1,500円）

④ラグナガーデンホテル・・・レストラン利用料金10％割引き。

⑤カラオケハウスとまと　宜野湾店・・・飲食代金より10％割引き。

⑥東江メガネ市役所通り店・・・メガネ一式購入代金より1,000円割引き。

⑦市主催の催し物（お芝居など）・・・割引されることがあります。

市内協力事業所も随時募集しています。

市内に事業を展開する企業の皆さま、

シルバーパスポートカードが利用出来る

協力事業所に登録してみませんか？

□問 介護長寿課　内線 172

児童家庭課の手当、助成事業などのご案内

場所　赤道老人福祉センター

受講期間　6 月から全 10 回

（ただし、アロマは 6 月 3 日から 4 回、

風呂敷は 6 月 4 日から 2 回、ランは

7 月 4 日の１回）

申込期間　　

5/1（水）9：00～5/10（金）16：00

※老人福祉センター窓口にて申込。

（応募多数の時は抽選、当選者のみ

ハガキで通知）

※「ハーモニカ」のみ先着順。（ハー

モニカの注文に時間がかかるため）

※電話および本人以外の申込は受付

できません。

□申・□問 赤道老人福祉センター

（平日8:30～17:00）☎893-6400

5月5日～5月11日は「児童福祉週間」です

■こいのぼり掲揚式

　日時：4/17（水）10：00～　　　

　場所：市役所本庁玄関前

■児童センター・学童クラブ作品展

　日時：4/15（月）～5/10（金）　　　

　場所：市民ギャラリー

（吉村　唯さん　14 歳　山口県）

～平成31年度 全国児童福祉週間標語 最優秀作品～『その気持ち  誰かを笑顔にさせる種』
児童福祉週間の取り組み

全 額 助 成（ 食 事

療養費や高額療

養 費 、付 加 給 付

金等を控除した

保険適用額）

全額助成（保険適用額）

1人1ヶ月1医療機関につき1,000円
の金額を差し引いて支給します。

助成なし

0歳～

小学校就学前

小学校１年生～
小学校卒業

中学校１年生～
中学校卒業

自動償還払い

または

償還払い

全額助成（食事療養費や高

額療養費、付加給付金等を

控除した保険適用額）

1人1ヶ月1医療機関につ

き1,000円の金額を差し

引いて支給します。

母子家庭の母と

児童/父子家庭の

父と児童/養育者

家庭の児童

入院費通院費対象年齢

母子および父子家庭等医療費助成

こども医療費助成

対象者 助成方法 通院費 入院費

助成方法

自動償還払い

または

償還払い

現物給付

自動償還払い

償還払い

2019年度 赤道老人福祉センター 前期教養講座（6月～9月） 

開催曜日 定 員持参するもの教材費時　間講座名

 

 

 

14

16

16

12

20

30

20

ハーモニカ 複音ハーモニカＣ調 16

★7月4日のみ

木 13:00～15:00 20―

木
（初回6/6）

金

（初回6/7）

月

(初回6/3)

火

（初回6/4）

水

（初回6/5）

風呂敷（※全２回）

9:00～11:00

13:00～15:00

11:00～13:00

9:00～11:00

9:00～11:00

13:00～15:00

11:00～13:00

11:00～13:00

2,000円

無料

300円（資料代）

無料

無料

１００円

無料

筆記用具

三線

―

風呂敷

扇子・浴衣・半帯・
足袋または靴下

―

―

胡蝶ランよ咲け（※全１回）
来年も花を咲かせるための手入れ方法

日　　舞

民謡カラオケ

ヴォイストレーニング

アロマ（※全４回）
自分でできるアロママッサージ

民謡三線

俳　　句
初めての俳句学んで楽しもう

風呂敷を使っていろいろなものを包装

ハーモニカの無い方は
講師が用意します。

料金(4150円）は申込み
時に徴収します（お釣り

の無いように）
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問合せ　児童家庭課　内線 285

　子どもや家庭、子どもの健やかな成長について国民全体で考えることを目的に、

毎年５月５日の「こどもの日」から１週間を「児童福祉週間」と定めています。

子どもの将来が生まれ育った環境に左右されることのないよう、国や地方公共団

体、学校、児童福祉施設等および地域社会等が一体となり、児童福祉の理念

の普及・啓発や子ども達を対象としたいろいろな催しが行われます。各家庭でも、

子どもの夢、未来の希望など親子で話し合う機会を設けましょう。

■児童手当　（内線 283・294）　対象：中学校修了まで

中学校修了前までの児童を養育する方に対し、申請に基づき審査を経て支給されます。

住所異動や出生などがあった場合は 15 日以内に届出が必要です。

※届出が遅れた場合、手当額が少なくなることがあります。

※公務員の方は勤務先で申請してください。

手当月額　▶中学生　 10,000円　　▶3歳～小学生　10,000円（第3子以降は15,000円）

　　　　　▶3歳未満  15,000円　　▶所得額が一定以上の方　5,000円

■児童扶養手当　（内線 182・263・179）　

対象：18 歳になった最初の 3 月まで（一定の障害がある場合は 20 歳の誕生月まで）

児童を養育するひとり親等に対し、申請に基づき審査を経て支給されます（父子も対象）。

手当月額（所得額によって異なります）

▶第1子　10,120円～42,910円　▶第2子　5,070円～10,140円加算　 ▶第3子以降　3,040円～6,080円

■特別児童扶養手当　（内線 182・263・179）　対象：20 歳の誕生月まで

精神または身体に一定以上の障害がある児童を養育している方に対し、申請に基づき審査を経て支給されます。

手当月額　▶１級該当の児童１人につき　52,200 円　▶２級該当の児童１人につき　34,770 円

■ひとり親家庭自立支援事業（内線 287）

ひとり親や寡婦を対象に、自立に必要な情報提供、相談、職業能力の向上や求職活動に関する支援をしています。

（生活相談、就労相談、資格取得等支援、ひとり親や寡婦を対象にした貸付に関する相談）

▶母子・父子自立支援員が対応します。　

【要予約】午前10：15～12：00　午後13：00～17：00

■母子および父子家庭等医療費助成事業（内線572）

母子および父子家庭等の親およびその児童を対象に、

右記のとおり医療費（保険診療分）の助成を行います。

※児童については、18 歳に達した日以後の最初の 3

月末日までが対象となります。

■こども医療費助成事業　（内線 342）

中学生までのお子さんを対象に、右記のとおり医療費

（保険診療分）の助成を行います。

がんじゅ～広場（動作法教室）

　肩の力を抜いて暮らしてみません

か？専門スタッフの指導の下、ワイワイ

楽しい仲間たちと一緒に姿勢や動作を

整えましょう。肩こり、腰痛、膝痛で

お困りのあなたをお待ちしています。

①場所　赤道老人福祉センター

（定員なし）

　日時　毎週金曜日10：00～12：00

（9：00～受付開始）

②場所　伊利原老人福祉センター

（毎回先着10人）

　日時　毎週金曜日14：00～16：00

（13：30～受付開始）

対象　市内在住の65歳以上の方

受講料　無料

＊申込不要

お問い合わせは介護長寿課です。

お間違いなく！

□申・□問　介護長寿課　内線 204

「栄養・お口の健康教室」の
お知らせ

見落としがちな口腔の健康ケアと、

簡単な栄養講話・調理実習を交えた

教室です。日頃の食生活について見

直してみませんか？

日程（全 3 回）

【口腔講話】5/17(金)10：00～12：00

【講話・調理】5/24(金)10：00～13：00

【講話・調理】5/31(金)10：00～13：00

場所　中央公民館　2 階　調理室　

　　　（17 日は、3 階　研修室 2）

対象　市内在住の 65 歳以上の調理

実習（料理教室のプログラム）を行う

上で健康上問題のない方

定員　16人（※申込多数の場合は抽選）

参加費　無料

申込期間　4/15（月）～5/10（金）

申込方法　電話または窓口受付

□申・□問　介護長寿課　内線 204

『いきいき筋力アップ教室』
～65歳からの筋力トレーニング～

　いつまでも元気でいるために自宅で

無理なくできる筋力トレーニング運動

とストレッチ、脳トレを学ぶ教室です。

対象

・市内在住の 65 歳以上の方で介護

認定を受けていない方

・医師からの運動制限のない方（医

師からの意見書を出していただく場

合がございます。）

・原則として教室全日程に参加できる方

≪5月教室≫

日時　5/14～9/17

毎週火曜　10：00～12：00

（旧盆8/13を除く全18回）

場所　赤道老人福祉センター

（赤道1-5-17）

定員　12人(※1)

申込期間　4/8（月）～4/23（火）(※2)

≪6月教室≫

日時　6/5～8/28

毎週水曜　10：00～12：00　

（旧盆8/14を除く全12回）

場所　勤労青少年ホーム　

（伊佐4-7-14）

定員　12人(※1)

申込期間　5/7（火）～5/22（水）(※2)

※1：応募多数の場合、新規の方を優

先し抽選とします。

※2：窓口または電話で受付後、窓口に

て申込書のご記入が必要です。

　各教室の詳しい内容や送迎につい

て等、ご質問や気になる点がございまし

たらお気軽にお問い合わせください。

□問 介護長寿課　内線 529、183

65歳以上の方を対象に交付している
「シルバーパスポートカード」ご活用ください！

　健康づくりやスポーツ、趣味等で高齢者が外出する機会を増やし、生きがいづ

くりを応援しようと「宜野湾市シルバーパスポート事業」を実施しています。

①市立体育館・・・トレーニングルーム利用料無料。

②普天間りうぼう（サンフティーマ）、テナント各店・・・毎週土曜・日曜は５％割引きな

ど。※詳しくは、店頭または管理事務局(☎896-1020)にてご確認ください。

③天然温泉アロマ・・・200円割引き。（通常1,500円）

④ラグナガーデンホテル・・・レストラン利用料金10％割引き。

⑤カラオケハウスとまと　宜野湾店・・・飲食代金より10％割引き。

⑥東江メガネ市役所通り店・・・メガネ一式購入代金より1,000円割引き。

⑦市主催の催し物（お芝居など）・・・割引されることがあります。

市内協力事業所も随時募集しています。

市内に事業を展開する企業の皆さま、

シルバーパスポートカードが利用出来る

協力事業所に登録してみませんか？

□問 介護長寿課　内線 172

児童家庭課の手当、助成事業などのご案内

場所　赤道老人福祉センター

受講期間　6 月から全 10 回

（ただし、アロマは 6 月 3 日から 4 回、

風呂敷は 6 月 4 日から 2 回、ランは

7 月 4 日の１回）

申込期間　　

5/1（水）9：00～5/10（金）16：00

※老人福祉センター窓口にて申込。

（応募多数の時は抽選、当選者のみ

ハガキで通知）

※「ハーモニカ」のみ先着順。（ハー

モニカの注文に時間がかかるため）

※電話および本人以外の申込は受付

できません。

□申・□問 赤道老人福祉センター

（平日8:30～17:00）☎893-6400

5月5日～5月11日は「児童福祉週間」です

■こいのぼり掲揚式

　日時：4/17（水）10：00～　　　

　場所：市役所本庁玄関前

■児童センター・学童クラブ作品展

　日時：4/15（月）～5/10（金）　　　

　場所：市民ギャラリー

（吉村　唯さん　14 歳　山口県）

～平成31年度 全国児童福祉週間標語 最優秀作品～『その気持ち  誰かを笑顔にさせる種』
児童福祉週間の取り組み

全 額 助 成（ 食 事

療養費や高額療

養 費 、付 加 給 付

金等を控除した

保険適用額）

全額助成（保険適用額）

1人1ヶ月1医療機関につき1,000円
の金額を差し引いて支給します。

助成なし

0歳～

小学校就学前

小学校１年生～
小学校卒業

中学校１年生～
中学校卒業

自動償還払い

または

償還払い

全額助成（食事療養費や高

額療養費、付加給付金等を

控除した保険適用額）

1人1ヶ月1医療機関につ

き1,000円の金額を差し

引いて支給します。

母子家庭の母と

児童/父子家庭の

父と児童/養育者

家庭の児童

入院費通院費対象年齢

母子および父子家庭等医療費助成

こども医療費助成

対象者 助成方法 通院費 入院費

助成方法

自動償還払い

または

償還払い

現物給付

自動償還払い

償還払い

2019年度 赤道老人福祉センター 前期教養講座（6月～9月） 

開催曜日 定 員持参するもの教材費時　間講座名

 

 

 

14

16

16

12

20

30

20

ハーモニカ 複音ハーモニカＣ調 16

★7月4日のみ

木 13:00～15:00 20―

木
（初回6/6）

金

（初回6/7）

月

(初回6/3)

火

（初回6/4）

水

（初回6/5）

風呂敷（※全２回）

9:00～11:00

13:00～15:00

11:00～13:00

9:00～11:00

9:00～11:00

13:00～15:00

11:00～13:00

11:00～13:00

2,000円

無料

300円（資料代）

無料

無料

１００円

無料

筆記用具

三線

―

風呂敷

扇子・浴衣・半帯・
足袋または靴下

―

―

胡蝶ランよ咲け（※全１回）
来年も花を咲かせるための手入れ方法

日　　舞

民謡カラオケ

ヴォイストレーニング

アロマ（※全４回）
自分でできるアロママッサージ

民謡三線

俳　　句
初めての俳句学んで楽しもう

風呂敷を使っていろいろなものを包装

ハーモニカの無い方は
講師が用意します。

料金(4150円）は申込み
時に徴収します（お釣り

の無いように）
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☎898-5583
□問 保健相談センター

児童館ガイド５月

★は（申込制）

じどうかんじゃんけんぽん移動

嘉数

野嵩１区

我如古

普天間３区

嘉数ハイツ

□問 大謝名児童センター ☎897-4117

健診ガイド訂正のお知らせ

1.2019 年度より「かりゆしクリニッ

ク」のがん検診・人間ドックは受

診券の対象外になります。特定健

診は引き続き受診できます。

2. 集団健診のオプション料金に変

更があります。

･貧血￥309→￥500 ･眼底￥618→￥1000

･心電図￥1029→￥1200  ※金額は税抜
 

□問 保健相談センター☎898-5583

予約制！集団健診(特定健診・
がん検診)のお知らせ

　集団健診日の2週間前までにお申し

込みください。詳しくは、受診券に同封

されている健診ガイドをご覧ください。

予約先　保健相談センター

（平日 8:30 ～ 17:15）

健診受付時間　8:30 ～ 10:30

当日は予約された方から優先に受付を

行います。※予約していない方は、定

員に空きがある場合、10:00 頃からの

受付となります。※駐車スペースに限

りがあります。徒歩もしくは公共交通

機関をご利用ください。

□問 保健相談センター☎898-5583

メタボ予防運動教室

　運動指導士と一緒に有酸素運動や

筋トレ、ストレッチなど運動の基本を

学びませんか？脂肪燃焼、肩こり・

腰痛解消、動ける身体づくりを目指し

ます。

日時　①5/8（水）10：00～11：00

　　　②5/24（金）14：00～15：00

　　　※15 分前までに受付。

場所　保健相談センター　2F

対象　市内在住で運動制限のない方

持ち物　動きやすい服装、室内シュー

ズ、飲み物

参加費　無料（当日受付）

□問 保健相談センター ☎898-5583

麻しん・風しん予防接種
（MR）Ⅱ期のお知らせ
～幼稚園・保育園の年長さんになった方へ～

　対象の方には通知書を送付していま

す。体調を整え、早めに接種を受けま

しょう。

対 象　平成25年4月2日～平成26年

4月1日生　(小学校就学前)

期間　2020 年 3 月 31 日まで

場所　指定医療機関

料金　無料(上記対象年齢以外の方

は全額自己負担)

※長期にわたり療養を必要とする疾

患等、やむを得ない事情で接種を

見合わせている場合は、市保健相

談センタ ーまでご相談ください。

※詳しくは通知書、または市ホーム

ページにてご確認ください。

□問 保健相談センター☎898‐5583

高校進学をサポートします！
2019年度 学習・生活支援
事業（第1次）募集！

　高校進学を目指す生活困窮世帯の

中学生を対象に、市の指定する塾

への通塾費用を公費で負担します。

あわせて、子どもや保護者への生活

支援、助言などを行ないます。

対象者　市内在住で下記のいずれ

かに該当するもの

（１）生活保護受給世帯の中学 1～ 3

年生。

（２）父母ともに住民税非課税（所得

割、均等割の両方）世帯の中学

３年生。

（３）前年度中学校を卒業した者　

（生活保護受給世帯および住

民税非課税世帯）。

募集人数　約50人

相談期間

4/15（月）～4/26（金）10：00～17：30

※相談期間中に生活福祉課での面談

（保護者同伴）が必要です。(要予約） 

※体験入塾があるため、早めの相談を

お願いします。

申請期間

4/15（月）～5/9（木）10：00～17：00

通塾先　市が指定する学習塾（面談

時にご案内します。）

その他

※申し込み方法等、詳細については、

チラシまたは市ホームページをご覧

ください。

※相談時に前年度の通知表をお持ちく

ださい。

※6月上旬に第2次の募集（若干名）を

予定しています。詳しくは、市報（5月

号）または市ホームページでご確認く

ださい。

□問 生活福祉課 生活支援係 

学習支援担当 ☎893-4480 （内線563）

宜野湾市ファミリー・サポート・センターをご存知ですか？
　子育てって、思ったよりしんどい時ってありますよね。ひとりで背負ってはいま

せんか。そんな時ファミリー・サポート・センターを利用してみませんか。

▶保育所・幼稚園などの開始前や終了後の預かり。　　　　　　

▶保育所・幼稚園・学童クラブへの子どもの送迎。

▶傷病、看護、冠婚葬祭などの際の預かり。

▶リフレッシュしたい時の預かり。

▶産前産後の妊産婦さんで子どもの世話ができない時の預かり。　・・・等々

＊ファミリーサポートは有償ボランティアです。お仕事としてではなく子育てに困

っている方のお手伝いです。現在活動しているサポーターは20～30 名で

す。様々な依頼に応えるため多くのサポーターを大募集しています !!

平成 31 年度保育サポーター養成講座は、6 月～ 7 月を予定しています。詳細

は市報 5 月号およびホームページに掲載しますのでご覧ください。

□問 こども企画課　内線458

　  市ファミリー・サポート・センター（こども企画課）☎893-4463（直通）

☆ファミサポでは、サポーターさんを大募集しています

おねがい会員数（子育ての援助をしてほしい方）/1,344 名

まかせて会員数（子育ての援助をしたい方）/ 81 名

どっちも会員数（両方できる方）/ 79 名　　(H31.1 月時点 )

母子保健推進員募集
　お母さんと赤ちゃんが安心して暮ら

せるようサポートする「母子保健推進

員」を募集しています。

対象

市内在住で、子どもが好きな方

募集人数　

普天間2区・伊佐・真栄原・宜野湾・愛

知・中原：(若干名)

任期　委嘱日～2020年3月まで出来

る方。(継続有)

活動内容

①市の母子保健事業でのお手伝い

（乳幼児健診で身体測定の記入など）

②毎月の定例会出席など

③健診未受診宅への訪問による受診

勧奨

④こんにちは赤ちゃん事業の訪問活

動（市のサービス紹介や子育てアド

バイス）

活動日

①②合わせて月1～3回程度(調整可)

③④はご自身の時間内で調整
　
□問 保健相談センター ☎898‐5583

　新生活が始まり、新しいことがいっぱいの 4 月。早く環

境に慣れようと緊張でストレスを感じがちな頃。心も体も健

康に過ごすために、1 日の生活リズムを整えましょう♪「朝

ごはんを食べる習慣」と「イライラする・やる気」の関係

から分かるように、毎日朝ごはんを食べることは私達の心

と体の健康につながっています。朝ごはん習慣を身につけ

て、新生活をよいリズムでスタートしましょう。交代勤務の

方は、起床後に食事を摂る習慣でリズムが整いますよ♪

新生活をスタートしたみなさん 1日のリズムはできていますか？新生活をスタートしたみなさん 1日のリズムはできていますか？

『ママの料理教室』受講者募集
　

　子育て中のママのための料理教

室です。栄養を生かした美味しくて

ヘルシーな時短料理のメニューを紹

介します。市食生活改善推進員が

サポ－トするため、料 理が苦 手な

方でも安心して実習に取り組めます。

日程　5/24、31、6/7、14（全4回、毎

週金曜）10：00～13：00

対象者　市内在住の20代～40代でお

子さんがいる母親

※原則として全日程参加可能な方

参加費　1,000円

持参する物　エプロン・三角巾・筆記

用具

定員　16人（定員に達し次第締切）

申込期間　4/22(月)～5/17(金)

9：00～17：00(土日・祝日除く)

場所　保健相談センター

　　　（調理室・２Ｆホール）

申込方法　電話または窓口で受付

※託児施設等は設けておりませんの

で、お子さんを連れての参加は

ご遠慮ください。

□申・□問保健相談センター☎898‐5583

●夕食後は間食しない

●早めに寝よう

　(夜ふかし禁止 )

●早起きしよう

　　朝ごはんを

おいしく食べるために

心がけること★

スポーツウィーク

★母の日プレゼントづくり

ガーデニング＆クッキング

シネマあかみち

15：00-16：00

14：00-16：00

15：30-17：00

16：00-17：00

  7 火～

10 金

11 土

18 土

24 金

【赤道】児童センター  TEL・FAX892-3397

軽スポーツ

折り紙教室

しぎん紙芝居教室

父の日プレゼント作り

16：00-17：00

15：30-17：00

16：30-17：00

15：30-17：00

13 月

20 月

24 金

27 月～

28 火

【大山】児童センター  TEL・FAX890-0015

★母の日プレゼントづくり

おりがみ教室

映写会

軽スポーツ

ドミノ大会

15：30-17：00

15：30-17：00

15：30-17：00

16：00-17：00

16：00-17：00

  8 水

10 金

15 水　

24 金

29 水

【新城】児童センター  TEL・FAX892-8888

家族の日プレゼントづくり

伝承あそび：お手玉

フラフープ検定

一輪車検定

16：00-17：00

16：00-17：00

16：00-17：00

16：00-17：00

8 水～

9 木

10 金

17 金

24 金

【我如古】児童センター  TEL・FAX897-6767

折り紙教室

一輪車検定

映写会

軽スポーツ

16：00-17：00

15：00-16：00

15：30-17：00

15：30-17：00

13 月

17 金

20 月

31 金

【長田】児童館  TEL・FAX892-3330

5月
やる気が起こらない割合

ほとんど
食べない

26.8％

必ず毎日
食べる

11.3％

約２倍以上

よくイライラする割合

ほとんど
食べない

29.7％

必ず毎日
食べる

16.4％

約２倍

母の日プレゼント作り

チャレンジマッチ

保護者クラブ定期総会

卓球大会

16：00-17：00

16：00-17：00

19：30-

16：00-17：00

  8 水～

11 土

17 金

24 金

27 月

【大謝名】児童センター  TEL・FAX897-4117

宜野湾

真志喜

真栄原

普天間１区

野嵩３区

時間  14：00-17：00

骨粗
検診

集団健診日 健診会場

5/19(日)

6/5(水)

6/9(日)

6/14(金)

7/27(土)

8/25(日)

宜野湾市役所

愛知区公民館

宜野湾市役所

我如古区公民館

宜野湾市役所

嘉数小学校

○

○

5月健康カレンダー

受付時間
母子関係の健診・教室

（場所：保健相談センター）

健康相談 受付時間

時間等はお問い

合わせください。

13:00～15:00

9:00～11:00

毎週 月・火・金曜日（祝日を除く）

毎週 火・水曜日（祝日を除く）

保健相談

センター

乳児一般健診

３歳児健診

のびっこ親子教室

１歳６カ月児健診

２歳児歯科検診

ふたば母子健康相談

マンマン教室

（離乳食教室）

～

～

～

14:00

14:45

10:30

13:15

13:15

9:30

13:15～14:00

13:30～

9:00～11:00
13:00～14:45

8日(水）・15日(水)

7日（火）・21日(火)

29日（水）

30日（木)

9日(木)・16日（木）

22日(水)

18日（土）

23日(木)

16木・30木

9木・23木

31金

10金・24金

17金

20月

13月・27月

15水・29水

8水

22水
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☎898-5583
□問 保健相談センター

児童館ガイド５月

★は（申込制）

じどうかんじゃんけんぽん移動

嘉数

野嵩１区

我如古

普天間３区

嘉数ハイツ

□問 大謝名児童センター ☎897-4117

健診ガイド訂正のお知らせ

1.2019 年度より「かりゆしクリニッ

ク」のがん検診・人間ドックは受

診券の対象外になります。特定健

診は引き続き受診できます。

2. 集団健診のオプション料金に変

更があります。

･貧血￥309→￥500 ･眼底￥618→￥1000

･心電図￥1029→￥1200  ※金額は税抜
 

□問 保健相談センター☎898-5583

予約制！集団健診(特定健診・
がん検診)のお知らせ

　集団健診日の2週間前までにお申し

込みください。詳しくは、受診券に同封

されている健診ガイドをご覧ください。

予約先　保健相談センター

（平日 8:30 ～ 17:15）

健診受付時間　8:30 ～ 10:30

当日は予約された方から優先に受付を

行います。※予約していない方は、定

員に空きがある場合、10:00 頃からの

受付となります。※駐車スペースに限

りがあります。徒歩もしくは公共交通

機関をご利用ください。

□問 保健相談センター☎898-5583

メタボ予防運動教室

　運動指導士と一緒に有酸素運動や

筋トレ、ストレッチなど運動の基本を

学びませんか？脂肪燃焼、肩こり・

腰痛解消、動ける身体づくりを目指し

ます。

日時　①5/8（水）10：00～11：00

　　　②5/24（金）14：00～15：00

　　　※15 分前までに受付。

場所　保健相談センター　2F

対象　市内在住で運動制限のない方

持ち物　動きやすい服装、室内シュー

ズ、飲み物

参加費　無料（当日受付）

□問 保健相談センター ☎898-5583

麻しん・風しん予防接種
（MR）Ⅱ期のお知らせ
～幼稚園・保育園の年長さんになった方へ～

　対象の方には通知書を送付していま

す。体調を整え、早めに接種を受けま

しょう。

対 象　平成25年4月2日～平成26年

4月1日生　(小学校就学前)

期間　2020 年 3 月 31 日まで

場所　指定医療機関

料金　無料(上記対象年齢以外の方

は全額自己負担)

※長期にわたり療養を必要とする疾

患等、やむを得ない事情で接種を

見合わせている場合は、市保健相

談センタ ーまでご相談ください。

※詳しくは通知書、または市ホーム

ページにてご確認ください。

□問 保健相談センター☎898‐5583

高校進学をサポートします！
2019年度 学習・生活支援
事業（第1次）募集！

　高校進学を目指す生活困窮世帯の

中学生を対象に、市の指定する塾

への通塾費用を公費で負担します。

あわせて、子どもや保護者への生活

支援、助言などを行ないます。

対象者　市内在住で下記のいずれ

かに該当するもの

（１）生活保護受給世帯の中学 1～ 3

年生。

（２）父母ともに住民税非課税（所得

割、均等割の両方）世帯の中学

３年生。

（３）前年度中学校を卒業した者　

（生活保護受給世帯および住

民税非課税世帯）。

募集人数　約50人

相談期間

4/15（月）～4/26（金）10：00～17：30

※相談期間中に生活福祉課での面談

（保護者同伴）が必要です。(要予約） 

※体験入塾があるため、早めの相談を

お願いします。

申請期間

4/15（月）～5/9（木）10：00～17：00

通塾先　市が指定する学習塾（面談

時にご案内します。）

その他

※申し込み方法等、詳細については、

チラシまたは市ホームページをご覧

ください。

※相談時に前年度の通知表をお持ちく

ださい。

※6月上旬に第2次の募集（若干名）を

予定しています。詳しくは、市報（5月

号）または市ホームページでご確認く

ださい。

□問 生活福祉課 生活支援係 

学習支援担当 ☎893-4480 （内線563）

宜野湾市ファミリー・サポート・センターをご存知ですか？
　子育てって、思ったよりしんどい時ってありますよね。ひとりで背負ってはいま

せんか。そんな時ファミリー・サポート・センターを利用してみませんか。

▶保育所・幼稚園などの開始前や終了後の預かり。　　　　　　

▶保育所・幼稚園・学童クラブへの子どもの送迎。

▶傷病、看護、冠婚葬祭などの際の預かり。

▶リフレッシュしたい時の預かり。

▶産前産後の妊産婦さんで子どもの世話ができない時の預かり。　・・・等々

＊ファミリーサポートは有償ボランティアです。お仕事としてではなく子育てに困

っている方のお手伝いです。現在活動しているサポーターは20～30 名で

す。様々な依頼に応えるため多くのサポーターを大募集しています !!

平成 31 年度保育サポーター養成講座は、6 月～ 7 月を予定しています。詳細

は市報 5 月号およびホームページに掲載しますのでご覧ください。

□問 こども企画課　内線458

　  市ファミリー・サポート・センター（こども企画課）☎893-4463（直通）

☆ファミサポでは、サポーターさんを大募集しています

おねがい会員数（子育ての援助をしてほしい方）/1,344 名

まかせて会員数（子育ての援助をしたい方）/ 81 名

どっちも会員数（両方できる方）/ 79 名　　(H31.1 月時点 )

母子保健推進員募集
　お母さんと赤ちゃんが安心して暮ら

せるようサポートする「母子保健推進

員」を募集しています。

対象

市内在住で、子どもが好きな方

募集人数　

普天間2区・伊佐・真栄原・宜野湾・愛

知・中原：(若干名)

任期　委嘱日～2020年3月まで出来

る方。(継続有)

活動内容

①市の母子保健事業でのお手伝い

（乳幼児健診で身体測定の記入など）

②毎月の定例会出席など

③健診未受診宅への訪問による受診

勧奨

④こんにちは赤ちゃん事業の訪問活

動（市のサービス紹介や子育てアド

バイス）

活動日

①②合わせて月1～3回程度(調整可)

③④はご自身の時間内で調整
　
□問 保健相談センター ☎898‐5583

　新生活が始まり、新しいことがいっぱいの 4 月。早く環

境に慣れようと緊張でストレスを感じがちな頃。心も体も健

康に過ごすために、1 日の生活リズムを整えましょう♪「朝

ごはんを食べる習慣」と「イライラする・やる気」の関係

から分かるように、毎日朝ごはんを食べることは私達の心

と体の健康につながっています。朝ごはん習慣を身につけ

て、新生活をよいリズムでスタートしましょう。交代勤務の

方は、起床後に食事を摂る習慣でリズムが整いますよ♪

新生活をスタートしたみなさん 1日のリズムはできていますか？新生活をスタートしたみなさん 1日のリズムはできていますか？

『ママの料理教室』受講者募集
　

　子育て中のママのための料理教

室です。栄養を生かした美味しくて

ヘルシーな時短料理のメニューを紹

介します。市食生活改善推進員が

サポ－トするため、料 理が苦 手な

方でも安心して実習に取り組めます。

日程　5/24、31、6/7、14（全4回、毎

週金曜）10：00～13：00

対象者　市内在住の20代～40代でお

子さんがいる母親

※原則として全日程参加可能な方

参加費　1,000円

持参する物　エプロン・三角巾・筆記

用具

定員　16人（定員に達し次第締切）

申込期間　4/22(月)～5/17(金)

9：00～17：00(土日・祝日除く)

場所　保健相談センター

　　　（調理室・２Ｆホール）

申込方法　電話または窓口で受付

※託児施設等は設けておりませんの

で、お子さんを連れての参加は

ご遠慮ください。

□申・□問保健相談センター☎898‐5583

●夕食後は間食しない

●早めに寝よう

　(夜ふかし禁止 )

●早起きしよう

　　朝ごはんを

おいしく食べるために

心がけること★

スポーツウィーク

★母の日プレゼントづくり

ガーデニング＆クッキング

シネマあかみち

15：00-16：00

14：00-16：00

15：30-17：00

16：00-17：00

  7 火～

10 金

11 土

18 土

24 金

【赤道】児童センター  TEL・FAX892-3397

軽スポーツ

折り紙教室

しぎん紙芝居教室

父の日プレゼント作り

16：00-17：00

15：30-17：00

16：30-17：00

15：30-17：00

13 月

20 月

24 金

27 月～

28 火

【大山】児童センター  TEL・FAX890-0015

★母の日プレゼントづくり

おりがみ教室

映写会

軽スポーツ

ドミノ大会

15：30-17：00

15：30-17：00

15：30-17：00

16：00-17：00

16：00-17：00

  8 水

10 金

15 水　

24 金

29 水

【新城】児童センター  TEL・FAX892-8888

家族の日プレゼントづくり

伝承あそび：お手玉

フラフープ検定

一輪車検定

16：00-17：00

16：00-17：00

16：00-17：00

16：00-17：00

8 水～

9 木

10 金

17 金

24 金

【我如古】児童センター  TEL・FAX897-6767

折り紙教室

一輪車検定

映写会

軽スポーツ

16：00-17：00

15：00-16：00

15：30-17：00

15：30-17：00

13 月

17 金

20 月

31 金

【長田】児童館  TEL・FAX892-3330

5月
やる気が起こらない割合

ほとんど
食べない

26.8％

必ず毎日
食べる

11.3％

約２倍以上

よくイライラする割合

ほとんど
食べない

29.7％

必ず毎日
食べる

16.4％

約２倍

母の日プレゼント作り

チャレンジマッチ

保護者クラブ定期総会

卓球大会

16：00-17：00

16：00-17：00

19：30-

16：00-17：00

  8 水～

11 土

17 金

24 金

27 月

【大謝名】児童センター  TEL・FAX897-4117

宜野湾

真志喜

真栄原

普天間１区

野嵩３区

時間  14：00-17：00

骨粗
検診

集団健診日 健診会場

5/19(日)

6/5(水)

6/9(日)

6/14(金)

7/27(土)

8/25(日)

宜野湾市役所

愛知区公民館

宜野湾市役所

我如古区公民館

宜野湾市役所

嘉数小学校

○

○

5月健康カレンダー

受付時間
母子関係の健診・教室

（場所：保健相談センター）

健康相談 受付時間

時間等はお問い

合わせください。

13:00～15:00

9:00～11:00

毎週 月・火・金曜日（祝日を除く）

毎週 火・水曜日（祝日を除く）

保健相談

センター

乳児一般健診

３歳児健診

のびっこ親子教室

１歳６カ月児健診

２歳児歯科検診

ふたば母子健康相談

マンマン教室

（離乳食教室）

～

～

～

14:00

14:45

10:30

13:15

13:15

9:30

13:15～14:00

13:30～

9:00～11:00
13:00～14:45

8日(水）・15日(水)

7日（火）・21日(火)

29日（水）

30日（木)

9日(木)・16日（木）

22日(水)

18日（土）

23日(木)

16木・30木

9木・23木

31金

10金・24金

17金

20月

13月・27月

15水・29水

8水

22水
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統計調査員募集のお知らせ

　市では統計調査員を募集しています。

統計調査員　総務大臣や都道府県

知事から一時的に任命される非常勤

の公務員。

応募資格　20歳以上で調査員を終

えた後も調査で知り得た秘密を洩らさ

ない方。選挙関係、税務職員、警察関

係者でない方。

業務内容　調査説明会への出席／担

当する調査区の確認／調査票の配

布、記入の依頼、回収／調査票の点

検、提出

報酬　担当する調査区数で変動。

災害補償　従事中のケガなどに対す

る療養補償や休業補償など。

注意点　統計調査員は登録制で、登

録した方から優先し依頼します。実施

する統計調査によって調査区や必要

な調査員の数が異なりますので、ご希

望に添えない場合があります。

□問 企画政策課　☎893-4103

いただいたご意見については…　

　議会内で調査や協議を行い、議会として参考とするものや改善するもの、市当局

へ政策等として提言するものなどに整理し、全議員で最終確認のうえ対応していき

ます。これまでにいただいたご意見や対応状況等については、市議会ホームページ

からご覧になれます。

　　　　　　  ※詳細は、市議会ホームページからご覧になれます▶

□問 議会事務局　内線340・337

建築物の既設の塀（ブロック塀や組積造の塀）の安全について

平成30年6月18日に大阪府北部を震源とする震度6弱の地震が発生しまし

た。この地震の影響で、建物や煙突、ブロック塀等に多くの被害が発生しブロッ

ク塀の倒壊による死傷者もでています。学校に限らず、既存の塀について、所有

者等の皆さまは下記のとおりご注意くださいますようお願いします。

①ブロック塀の点検チェックポイント（※）を用いて、安全点検を行うこと。

　※点検チェックポイントについては市ホームページをご確認ください。

②安全点検の結果、危険性が確認された場合には、付近通行者への速やかな注

意表示等および補修、撤去等が必要となること。

　また、NPO法人沖縄建築設計サポートセンターより、既存ブロック塀の安全性の

調査を行いたい方に向けて、誰でも簡単にできる調査方法が公開されました。調査

方法の詳細や、鉄筋の有無を調べることができる探査機の貸し出しは、沖縄県建

築設計サポートセンターまでお問合せください。

□問 建築課　内線511　 ※詳しくは市ホームページをご覧ください▶

第4回議会報告及び市民との意見交換会の開催について

　市議会では、市民の皆さまへ議会の活動状況を報告するとともに、市民の皆さま

の声を市政に反映させることなどを目的に「第4回議会報告及び市民との意見交

換会」を下記の日程で開催いたします。お申し込みは不要でどなたでもご参加いた

だけます。多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

１．内　　容　1部　議会報告（議案の審議や議会の活動状況等）

　　　　　　 2部　意見交換（市政や議会運営、市民生活の課題等について）

２．開催日時

既存の塀の維持保全について

　建築基準法第8条において、建築物

の所有者、管理者または占有者は、そ

の建築物の敷地、構造及び建築設備

を常時適法な状態に維持するように

努めなければならないとあり、その中

にはブロック塀等も含まれております。

維持管理を怠ると、ひび割れや破損、

傾きといった老朽化が進み、本来持っ

ている強度を維持できなくなり、倒壊

の危険性が高くなる恐れがあります。

ブロック塀の維持管理について、所有

者・管理者が日頃からの点検により、

適正な状態の維持に努めていただく

必要があります。

□問 建築課　内線511

国民年金加入・変更手続きについて
～届出はお済みですか？～

　日本に住む20歳から60歳までの方は国民年金に加入しな

ければなりません。就職・転職・退職・結婚などによって加入者

の『被保険者種別』が変わります。届出をしなかったために、将

来、年金が受けられなくなる場合がありますので、必ず届出を

しましょう。

【国民年金の被保険者は次の 3 種類です】

○第 1 号被保険者

　自営業・学生・農林水産業・無職の方など

○第 2 号被保険者

　会社員や公務員など厚生年金に加入している方

○第 3 号被保険者

　第 2 号被保険者に扶養されている配偶者（夫・妻）

□問 市民課　年金係　内線 114

　  日本年金機構コザ年金事務所　　 

　  国民年金課☎933-2267　 

※自動音声案内となりますので 2 の後に 2を押してください。

沖縄税務署からのお知らせ

～確定申告が間違っていたとき～

　確定申告書を提出した後で計算誤りなど申告した内容に間

違いがあることに気付いた場合は、次の方法で訂正すること

ができます。また、確定申告することを忘れていた場合は、

できるだけ早く沖縄税務署で申告するようにしてください。

○税額を多く申告していたとき

　税額を多く申告していたことに気付いたときは、「更正の請

求」をして正しい税額への訂正を求めることができます。請求

内容が正当と認められたときは、正しい税額に減額されます。

○税額を少なく申告していたとき

　税額を少なく申告していたことに気付いたときは、「修正

申告」を正しい税額に修正してください。なお、修正申告

によって新たに納める税額は、修正申告書を提出する日（納

期限）までに延滞税と併せて納めてください。

○確定申告を忘れていたとき

　確定申告をすることを忘れていたときは、できるだけ早く沖

縄税務署で申告するようにしてください。申告の必要がある

のにもかかわらず、確定申告をしなかった場合には、税務署

長が所得金額や税額を決定します。なお、税務署長が決定

を行う場合や申告期限に遅れて申告した場合などには、加算

税が賊課される場合があるほか、決定納期限の翌日から納

付日までの延滞税を併せて納付しなければなりませんで、ご

注意ください。（※市の申告受付は 6 月 3 日からです。）

○振替納付日について

30 年分の振替納付日は、次のとおりです。

所得税および復興特別所得税　　　　　4/22（月）

個人事業者の消費税および地方消費税　4/24（水）

○期限内に納付できなかった場合

　期限内に納付できなかった場合や振替講座の残高不足

等で振替できなかった場合には、法定納期限の翌日から納

付の日まで延滞税がかかります。この場合、金融機関（日

本銀行歳入代理店）又は所轄税務署の納税窓口で本税と

延滞税を併せて納付していただくことになります。

※12月の納期は、固定資産税が25日（水）、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料、介護保険料が27日（金）です。

　また、口座振替日は25日（水）になります。

納期カレンダーは市のホームページでもご覧いただけます。

第１号

第３号

第１号→第２号

第１号→第３号

第２号→第１号

第２号→第３号

第３号→第２号

第３号→第１号

第３号→第１号

第３号→第１号

第３号→第１号

第３号→第３号

市役所市民課年金係

配偶者の勤務先

勤務先

配偶者の勤務先

市役所市民課年金係

配偶者の勤務先

勤務先

市役所市民課年金係

市役所市民課年金係

市役所市民課年金係

市役所市民課年金係

配偶者の新しい勤務先

２０歳に

なった方

第１号

被保険者

第２号

被保険者

第３号

被保険者

届出先
届出後の
被保険者種別こんなとき

学生、自営業、無職などである

厚生年金に加入した時

退職したとき

厚生年金に加入したとき

離婚したとき

配偶者が65歳になったとき

配偶者が退職したとき

配偶者の扶養から外れたとき

配偶者が会社を変えたとき

厚生年金に加入している配偶者に

扶養されている

配偶者（第２号被保険者）に扶養される

ようになったとき

退職して配偶者（第２号被保険者）に扶養

されるようになったとき

□問(固定資産税・市県民税・軽自動車税)納税課　内線255～257　　(国民健康保険税)国民健康保険課　内線142～145
(後期高齢者医療保険料)国民健康保険課　内線146　　(介護保険料)介護長寿課　内線167・189

場　所日　時

5月14日（火）19:30～21:00

5月15日（水）19:30～21:00

5月16日（木）19:30～21:00

5月17日（金）19:30～21:00

真志喜中学校  地域連携室

嘉数小学校  地域連携室

普天間第二小学校  クラブハウス

市社会福祉センター  2階ホール

▼ 意見交換会の様子

市長への政策提言の様子 ▲

礼儀に始まり、礼儀に終わる 日々の出来事を
ブログで紹介

練習生募集・ダイエットコース募集練習生募集・ダイエットコース募集
〒901-2223 沖縄県宜野湾市大山4-2-1（2F）

http://boxing.ti-da.net/

TEL&FAX 098-890-2785

平成31年度　市税等納期カレンダー　　市税等は期限内に納めましょう!!

4 月

1期固定資産税

市県民税

軽自動車税

国民健康保険税

後期高齢者医療保険料

介護保険料

納期限
口座振替日

5月

全期

6月

1期

7月

2期

1期

1期

1期

8月

2期

2期

2期

2期

9月

3期

3期

3期

10月

3期

4期

4期

4期

11月

5期

5期

5期

12月

3期

6期

6期

6期

1月

4期

7期

7期

7期

2月

4期

8期

8期

8期

3月

9期

(※)5/7
(火)

5/31
(金)

7/1
(月)

7/31
(水)

9/2
(月)

9/30
(月)

10/31
(木)

12/2
(月)

1/31
(金)

3/2
(月)

3/31
(火)

詳しい情報は国税庁ホームページを

ご覧下さい。 で国税庁

広告掲載に関するお問い合わせは、（株）F・T・Kホールディングス　☎892-0200広　告
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統計調査員募集のお知らせ

　市では統計調査員を募集しています。

統計調査員　総務大臣や都道府県

知事から一時的に任命される非常勤

の公務員。

応募資格　20歳以上で調査員を終

えた後も調査で知り得た秘密を洩らさ

ない方。選挙関係、税務職員、警察関

係者でない方。

業務内容　調査説明会への出席／担

当する調査区の確認／調査票の配

布、記入の依頼、回収／調査票の点

検、提出

報酬　担当する調査区数で変動。

災害補償　従事中のケガなどに対す

る療養補償や休業補償など。

注意点　統計調査員は登録制で、登

録した方から優先し依頼します。実施

する統計調査によって調査区や必要

な調査員の数が異なりますので、ご希

望に添えない場合があります。

□問 企画政策課　☎893-4103

いただいたご意見については…　

　議会内で調査や協議を行い、議会として参考とするものや改善するもの、市当局

へ政策等として提言するものなどに整理し、全議員で最終確認のうえ対応していき

ます。これまでにいただいたご意見や対応状況等については、市議会ホームページ

からご覧になれます。

　　　　　　  ※詳細は、市議会ホームページからご覧になれます▶

□問 議会事務局　内線340・337

建築物の既設の塀（ブロック塀や組積造の塀）の安全について

平成30年6月18日に大阪府北部を震源とする震度6弱の地震が発生しまし

た。この地震の影響で、建物や煙突、ブロック塀等に多くの被害が発生しブロッ

ク塀の倒壊による死傷者もでています。学校に限らず、既存の塀について、所有

者等の皆さまは下記のとおりご注意くださいますようお願いします。

①ブロック塀の点検チェックポイント（※）を用いて、安全点検を行うこと。

　※点検チェックポイントについては市ホームページをご確認ください。

②安全点検の結果、危険性が確認された場合には、付近通行者への速やかな注

意表示等および補修、撤去等が必要となること。

　また、NPO法人沖縄建築設計サポートセンターより、既存ブロック塀の安全性の

調査を行いたい方に向けて、誰でも簡単にできる調査方法が公開されました。調査

方法の詳細や、鉄筋の有無を調べることができる探査機の貸し出しは、沖縄県建

築設計サポートセンターまでお問合せください。

□問 建築課　内線511　 ※詳しくは市ホームページをご覧ください▶

第4回議会報告及び市民との意見交換会の開催について

　市議会では、市民の皆さまへ議会の活動状況を報告するとともに、市民の皆さま

の声を市政に反映させることなどを目的に「第4回議会報告及び市民との意見交

換会」を下記の日程で開催いたします。お申し込みは不要でどなたでもご参加いた

だけます。多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

１．内　　容　1部　議会報告（議案の審議や議会の活動状況等）

　　　　　　 2部　意見交換（市政や議会運営、市民生活の課題等について）

２．開催日時

既存の塀の維持保全について

　建築基準法第8条において、建築物

の所有者、管理者または占有者は、そ

の建築物の敷地、構造及び建築設備

を常時適法な状態に維持するように

努めなければならないとあり、その中

にはブロック塀等も含まれております。

維持管理を怠ると、ひび割れや破損、

傾きといった老朽化が進み、本来持っ

ている強度を維持できなくなり、倒壊

の危険性が高くなる恐れがあります。

ブロック塀の維持管理について、所有

者・管理者が日頃からの点検により、

適正な状態の維持に努めていただく

必要があります。

□問 建築課　内線511

国民年金加入・変更手続きについて
～届出はお済みですか？～

　日本に住む20歳から60歳までの方は国民年金に加入しな

ければなりません。就職・転職・退職・結婚などによって加入者

の『被保険者種別』が変わります。届出をしなかったために、将

来、年金が受けられなくなる場合がありますので、必ず届出を

しましょう。

【国民年金の被保険者は次の 3 種類です】

○第 1 号被保険者

　自営業・学生・農林水産業・無職の方など

○第 2 号被保険者

　会社員や公務員など厚生年金に加入している方

○第 3 号被保険者

　第 2 号被保険者に扶養されている配偶者（夫・妻）

□問 市民課　年金係　内線 114

　  日本年金機構コザ年金事務所　　 

　  国民年金課☎933-2267　 

※自動音声案内となりますので 2 の後に 2を押してください。

沖縄税務署からのお知らせ

～確定申告が間違っていたとき～

　確定申告書を提出した後で計算誤りなど申告した内容に間

違いがあることに気付いた場合は、次の方法で訂正すること

ができます。また、確定申告することを忘れていた場合は、

できるだけ早く沖縄税務署で申告するようにしてください。

○税額を多く申告していたとき

　税額を多く申告していたことに気付いたときは、「更正の請

求」をして正しい税額への訂正を求めることができます。請求

内容が正当と認められたときは、正しい税額に減額されます。

○税額を少なく申告していたとき

　税額を少なく申告していたことに気付いたときは、「修正

申告」を正しい税額に修正してください。なお、修正申告

によって新たに納める税額は、修正申告書を提出する日（納

期限）までに延滞税と併せて納めてください。

○確定申告を忘れていたとき

　確定申告をすることを忘れていたときは、できるだけ早く沖

縄税務署で申告するようにしてください。申告の必要がある

のにもかかわらず、確定申告をしなかった場合には、税務署

長が所得金額や税額を決定します。なお、税務署長が決定

を行う場合や申告期限に遅れて申告した場合などには、加算

税が賊課される場合があるほか、決定納期限の翌日から納

付日までの延滞税を併せて納付しなければなりませんで、ご

注意ください。（※市の申告受付は 6 月 3 日からです。）

○振替納付日について

30 年分の振替納付日は、次のとおりです。

所得税および復興特別所得税　　　　　4/22（月）

個人事業者の消費税および地方消費税　4/24（水）

○期限内に納付できなかった場合

　期限内に納付できなかった場合や振替講座の残高不足

等で振替できなかった場合には、法定納期限の翌日から納

付の日まで延滞税がかかります。この場合、金融機関（日

本銀行歳入代理店）又は所轄税務署の納税窓口で本税と

延滞税を併せて納付していただくことになります。

※12月の納期は、固定資産税が25日（水）、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料、介護保険料が27日（金）です。

　また、口座振替日は25日（水）になります。

納期カレンダーは市のホームページでもご覧いただけます。

第１号

第３号

第１号→第２号

第１号→第３号

第２号→第１号

第２号→第３号

第３号→第２号

第３号→第１号

第３号→第１号

第３号→第１号

第３号→第１号

第３号→第３号

市役所市民課年金係

配偶者の勤務先

勤務先

配偶者の勤務先

市役所市民課年金係

配偶者の勤務先

勤務先

市役所市民課年金係

市役所市民課年金係

市役所市民課年金係

市役所市民課年金係

配偶者の新しい勤務先

２０歳に

なった方

第１号

被保険者

第２号

被保険者

第３号

被保険者

届出先
届出後の
被保険者種別こんなとき

学生、自営業、無職などである

厚生年金に加入した時

退職したとき

厚生年金に加入したとき

離婚したとき

配偶者が65歳になったとき

配偶者が退職したとき

配偶者の扶養から外れたとき

配偶者が会社を変えたとき

厚生年金に加入している配偶者に

扶養されている

配偶者（第２号被保険者）に扶養される

ようになったとき

退職して配偶者（第２号被保険者）に扶養

されるようになったとき

□問(固定資産税・市県民税・軽自動車税)納税課　内線255～257　　(国民健康保険税)国民健康保険課　内線142～145
(後期高齢者医療保険料)国民健康保険課　内線146　　(介護保険料)介護長寿課　内線167・189

場　所日　時

5月14日（火）19:30～21:00

5月15日（水）19:30～21:00

5月16日（木）19:30～21:00

5月17日（金）19:30～21:00

真志喜中学校  地域連携室

嘉数小学校  地域連携室

普天間第二小学校  クラブハウス

市社会福祉センター  2階ホール

▼ 意見交換会の様子

市長への政策提言の様子 ▲

礼儀に始まり、礼儀に終わる 日々の出来事を
ブログで紹介

練習生募集・ダイエットコース募集練習生募集・ダイエットコース募集
〒901-2223 沖縄県宜野湾市大山4-2-1（2F）

http://boxing.ti-da.net/

TEL&FAX 098-890-2785

平成31年度　市税等納期カレンダー　　市税等は期限内に納めましょう!!

4 月

1期固定資産税

市県民税

軽自動車税

国民健康保険税

後期高齢者医療保険料

介護保険料

納期限
口座振替日

5月

全期

6月

1期

7月

2期

1期

1期

1期

8月

2期

2期

2期

2期

9月

3期

3期

3期

10月

3期

4期

4期

4期

11月

5期

5期

5期

12月

3期

6期

6期

6期

1月

4期

7期

7期

7期

2月

4期

8期

8期

8期

3月

9期

(※)5/7
(火)

5/31
(金)

7/1
(月)

7/31
(水)

9/2
(月)

9/30
(月)

10/31
(木)

12/2
(月)

1/31
(金)

3/2
(月)

3/31
(火)

詳しい情報は国税庁ホームページを

ご覧下さい。 で国税庁

広告掲載に関するお問い合わせは、（株）F・T・Kホールディングス　☎892-0200広　告



21 20  2019・4・10市報   2019・4・10市報 

市報に掲載された方で希望者には、写真を差し上げます。　秘書広報課　内線424まで 宜野湾市防災行政無線放送を電話で確認できます。　　直通専用回線　☎896-2401　※通信料は自己負担となります

宜
野
湾
市
役
所
　
☎
８
９
３-

４
４
１
１
（
代
表
）

□問 …

問
合
せ
　

□申 …

申
し
込
み
先

健
康
・
福
祉

募
集
・
お
知
ら
せ

宜
野
湾
市
役
所
　
☎
８
９
３-

４
４
１
１
（
代
表
）

□問 …

問
合
せ
　

□申 …

申
し
込
み
先

健
康
・
福
祉

募
集
・
お
知
ら
せ

4月23日は「子ども読書
の日」です。

　家族のきずなを深めながら、読書の

大切さ、楽しさについて一緒に考えて

みませんか。「子ども読書の日」をきっ

かけに、市民図書館などへ、ぜひ、

足をお運びください。

また、毎月第 3 日曜日は「ファミリー

読書の日」です。家族ぐるみで読書を

楽しんでみませんか。

□問  生涯学習課　☎893-4431

平成31年度資源ごみ回収団体報酬金制度について

　ごみの減量とリサイクル促進のため、市内団体の主体的な資源ごみ（古紙類）

回収を激励して報奨金を交付します。

受付開始日　4/8( 月 )

補助対象　①営業を目的としない市内団体であること　②自治会、老人クラブ、

婦人会、PTA、子ども会等

※補助金を受けるには、事前の登録が必要となります。

報奨額　回収重量 1 ㎏あたり4 円（H31/4/1 現在）

※ただし、予算の範囲内での交付となります。

団体登録に必要なもの　①資源回収推進団体登録申請書　②支払金口座振替

申請書　③振込先口座の通帳の写し

報奨金交付申請に必要なもの　①資源回収推進団体報奨金交付申請書　②大

永紙業（市内事業所）で交付された計算書

※詳しくは環境対策課窓口、市ＨＰまたは下記までお問合せください。

□申・□問　環境対策課　☎893-4140

宜野湾市指定ごみ袋等の手数料徴収指定店について　宜野湾市一般廃棄物処理手数料徴

収事務委託要綱第 7 条に基づき右記

の事業者を指定しましたので、公表し

ます。
　
指定期間　H31/4/1 ～ H33/3/31

□問 環境対策課　☎893-4140

中央公民館講座受講生募集
【整体師に学ぶ心とからだの健康法】

からだを健康にするためには心のケ

アが大事！！

日程　5/17,20,24,27　4 回コース

時間　15：00 ～ 17：00

講師　ピュアプロジェクト株式会社

　　　島袋　盛子

内容　身体の不調を抱えている方、

誰にも相談できずに悩んでいる方、整

体師の経験と心理士の視点から身体

の仕組みや心の持ち方を学んで、心

とからだを健康にしませんか。

場所　3 階　研修室 (2)

定員　20 人（市内在住または在勤）

受講料　1,000 円程度

申込期間　4/10( 水 ) ～ 25( 木 )　

　　　　　9：00 ～ 17：00

各種講座　受講生募集

【はじめての英会話教室 全 4 回】

期間　5/7～5/28　19：30～21：00

　　　（毎週火曜日）

場所　市立体育館会議室／市立グ

　　　ラウンド会議室

定員　15 人　受講料　5,000 円

対象　一般男女

講師　ジェイムス　ベネット

【リズムジャンプ教室　全 4 回】

期間　5/7～5/28　18：00～19：00

　　　（毎週火曜日）

場所　市立体育館会議室

定員　20 人　受講料　5,000 円

対象　小学生　講師　阿宮　秀子

【キッズダンス教室   全 4 回】

期間　6/7～6/28　17：30～18：30

　　　（毎週金曜日）

場所　市立体育館会議室

定員　15 人　受講料　5,000 円

対象　小学生　講師　田中　洋子

□申・□問  宜野湾市立体育館

　　　  （はごろも PM パートナーズ）

　　　　☎897-2751

海浜公園ガイド（５月）☎897-2751

＊主催者の都合により変更やキャンセルになる場合
があります。詳しくは、主催者にご確認ください。

＊土日はイベントが多くなり駐車場の混雑が予想さ
れますので、ご来園の際はご注意ください。 

会　場イベント名

市民図書館ガイド（5月）☎897-4646

市報配布に関するお知らせ
　

　「市報ぎのわん」は、全世帯配布を
行っています。

全世帯へ市報の配布が完全に行える

よう努めていますが、ご自宅へ配布され

ない場合や、二重に配布されることが

ありましたら、下記までご連絡ください。
　
□問  市シルバー人材センター　

　　☎893-6828

２階  展示ホール

11日（土）　14:00～　おはなしの木の会

※その他イベントの詳細は図書館だより、館内ポスター、ＨＰ
などでご確認ください。

１階　おはなしのくに

8日（水）　11：00～　読み聞かせボランティア

15日（水）　16:00～　読み聞かせサークル『ムク』

25日（土）　15:00～　読み聞かせボランティア

平成31年度生ごみ処理機（処理容器）の補助制度について

　市では、家庭から排出される生ごみを堆肥化し、ごみの減量化を促進する目的

から、生ごみ処理容器（処理機）を購入する方に対して補助金を交付しています。

生ごみ処理容器（処理機）を購入して、ごみの減量化に取り組みましょう！！

※ディスポーザーは補助金対象外

受付期間　H31/4/1( 月 ) ～ H32/3/31( 火 )

※予算額に達し次第、受付は終了となります。予めご了承ください。

補助対象者　市内在住で、容器（機）を設置し、適正に維持管理できる方で、

堆肥化された生ごみを自家処理できる方。
補助内容（補助限度額：3 万円）

▶生ごみ処理容器：購入価格の 2 分の 1 

※1 世帯または 1 団体あたり5 年間につき 3 基以内

▶生ごみ処理機：購入価格の 2 分の 1 

※1 世帯または 1 団体あたり5 年間につき 1 基以内

申請に必要な物等、詳しくは市ＨＰまたは下記までお問合せください。　　　　　
　　　

　　　　　　　　　　　　　　　市ホームページ（環境対策課）▶

□申・□問　環境対策課　☎893-4140

●
　ユニオン

●コンベンション

シティ
●ムーンオーシャン

●ファミリーマート●ファミリーマート

●ヤマト運輸●ヤマト運輸

ゲオ●

交番●宇地泊 大謝名牧港

宇地泊IC

５８

宜野湾バイパス
西海岸道路

安心の都度払い。 月謝、銀行引き落とし、

年会費等一切無しだから無駄なく続けられて、

お財布にも優しい１回1890円 ！

レッスンチケットご購入で、1回あたり1500円～

■ダイエットが長続きしない

■子育て・仕事で運動不足

■カラダが固い

■冷え症など
　　カラダの不調を感じる

宜野湾スタジオ
OCT ONE

OCT ONE

那覇新都心スタジオ
098-943-3201
那覇市銘苅2-4-39 4F

098-975-9555
宜野湾市宇地泊704-3

ご都合に合わせ、

お好きなスタジオを

ご利用頂けます

週に一度のホットヨガで、美と健康をあなたのものに

こんな方にオススメ

併用可

所在地販売指定店名

新垣商店

有限会社協栄商事

株式会社ジーマックス

株式会社みつわ産業

株式会社PALTAC沖縄支店

宜野湾市喜友名2丁目17番6号

浦添市牧港1丁目50番13号

浦添市西洲2丁目3番地2

那覇市字識名1169番地

うるま市洲崎12番地96

※5/3～6までの4日間、館内ワックスがけ

の為休館といたします。ご了承ください。

※催物は主催者の都合により、日付・時

間・料金が変更になる場合がございま

す。詳しくは主催者までお問い合わせく

ださい。

市民会館ガイド（5月）

12（日） 開演 13:00 【入場料】3,000円

問合せ  城間重雄民謡研究所 城間三味線店
☎098-945-5335

26(日） 開演 14:00

祝　古希  城間重雄  うたの道 五十周年

重雄、雄伍 親子記念公演 

沖縄芝居　母の日公演 

【入場料】

（前売）2,500円

（当日）3,000円

問合せ　劇団群星 宮里 ☎090-3013-8291

＜定例おはなし会＞

日　付

3(金)～6(月)

4(土)

10(金)

12(日)

18(土)

19(日)

19(日)

26(日)

25(土)～26(日)

ジャイアンツカップ沖縄県予選
第4回　島田杯

アトムホーム
スタジアム宜野湾

中央広場

体育館

体育館

体育館

海浜公園

体育館

アトムホーム
スタジアム宜野湾

アトムホーム
スタジアム宜野湾

専修学校パシフィックテクノカレッジ学院
新入生歓迎球技大会

沖縄県総合ダブルス
バドミントン大会

第27回ヤングリーグ選手権大会
沖縄支部予選

5.15平和行進

県中学生ヨネックス杯
バドミントン大会

全沖縄空手道選手権大会

第45回全日本選手権
沖縄予選大会

フリーマーケット

※直接来館し申込み（土・日受付可、

火曜日は休館の為、受付不可）

※申込み多数の場合は抽選となりま

す。

□問 中央公民館　☎893-4457

毎日11：00～18：00受付（入店）迄OK

夕方6時迄に入店ならお得！

浦 西 店 870-5300宜野湾店 897-1255

昼の３時間パック

600
お
一
人
様

3時間歌い放題！！ソフトドリンク1杯付き

円
（税込 648円）

固定資産税の課税誤りに関するお詫び

　納税者の皆様並びに市民の皆様には、日頃より本市税務行政にご理解とご協

力を賜り感謝申し上げます。

　この度、本市において行っております土地の現況調査により、一部の土地につ

いて固定資産税の課税誤りが判明しましたのでご報告いたします。

　今回判明した固定資産税の課税誤りにつきましては、納税者の皆様並びに市民

の皆様に多大なご迷惑をおかけするとともに市税務行政の信頼を著しく損なうこと

になりましたことを深くお詫び申し上げます。

　課税誤りの概要につきまして、土地の固定資産税において、住宅用地に係る課

税標準額の軽減特例が正しく適用されておらず、５２４名の方に対し固定資産税を

過大又は過少に徴収していたものでございます。

　課税誤りの原因につきましては、土地の利用状況を把握するための現地調査が

十分に行き届かなかったこと等があげられます。

　今後は、現況調査の強化、職員間の連携及びチェック体制の構築、評価補助

システムの高度化・情報の一元化による情報管理の効率化を図り、再発防止に

万全を期すとともに、税務行政の信頼回復に全力で取り組む所存でございます。

　この度の課税誤りにより、税務行政への信頼を損ね、納税者の皆様並びに市

民の皆様に多大なご迷惑をおかけしましたこと、重ねてお詫び申し上げます。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 31 年 4月1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宜野湾市長　松川　正則

※対象者の方につきましては、詳細を個別にご連絡いたします。

□問  税務課　内線 229・230・234・536

広告掲載に関するお問い合わせは、（株）F・T・Kホールディングス　☎892-0200広　告広告掲載に関するお問い合わせは、（株）F・T・Kホールディングス　☎892-0200広　告
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4月23日は「子ども読書
の日」です。

　家族のきずなを深めながら、読書の

大切さ、楽しさについて一緒に考えて

みませんか。「子ども読書の日」をきっ

かけに、市民図書館などへ、ぜひ、

足をお運びください。

また、毎月第 3 日曜日は「ファミリー

読書の日」です。家族ぐるみで読書を

楽しんでみませんか。

□問  生涯学習課　☎893-4431

平成31年度資源ごみ回収団体報酬金制度について

　ごみの減量とリサイクル促進のため、市内団体の主体的な資源ごみ（古紙類）

回収を激励して報奨金を交付します。

受付開始日　4/8( 月 )

補助対象　①営業を目的としない市内団体であること　②自治会、老人クラブ、

婦人会、PTA、子ども会等

※補助金を受けるには、事前の登録が必要となります。

報奨額　回収重量 1 ㎏あたり4 円（H31/4/1 現在）

※ただし、予算の範囲内での交付となります。

団体登録に必要なもの　①資源回収推進団体登録申請書　②支払金口座振替

申請書　③振込先口座の通帳の写し

報奨金交付申請に必要なもの　①資源回収推進団体報奨金交付申請書　②大

永紙業（市内事業所）で交付された計算書

※詳しくは環境対策課窓口、市ＨＰまたは下記までお問合せください。

□申・□問　環境対策課　☎893-4140

宜野湾市指定ごみ袋等の手数料徴収指定店について　宜野湾市一般廃棄物処理手数料徴

収事務委託要綱第 7 条に基づき右記

の事業者を指定しましたので、公表し

ます。
　
指定期間　H31/4/1 ～ H33/3/31

□問 環境対策課　☎893-4140

中央公民館講座受講生募集
【整体師に学ぶ心とからだの健康法】

からだを健康にするためには心のケ

アが大事！！

日程　5/17,20,24,27　4 回コース

時間　15：00 ～ 17：00

講師　ピュアプロジェクト株式会社

　　　島袋　盛子

内容　身体の不調を抱えている方、

誰にも相談できずに悩んでいる方、整

体師の経験と心理士の視点から身体

の仕組みや心の持ち方を学んで、心

とからだを健康にしませんか。

場所　3 階　研修室 (2)

定員　20 人（市内在住または在勤）

受講料　1,000 円程度

申込期間　4/10( 水 ) ～ 25( 木 )　

　　　　　9：00 ～ 17：00

各種講座　受講生募集

【はじめての英会話教室 全 4 回】

期間　5/7～5/28　19：30～21：00

　　　（毎週火曜日）

場所　市立体育館会議室／市立グ

　　　ラウンド会議室

定員　15 人　受講料　5,000 円

対象　一般男女

講師　ジェイムス　ベネット

【リズムジャンプ教室　全 4 回】

期間　5/7～5/28　18：00～19：00

　　　（毎週火曜日）

場所　市立体育館会議室

定員　20 人　受講料　5,000 円

対象　小学生　講師　阿宮　秀子

【キッズダンス教室   全 4 回】

期間　6/7～6/28　17：30～18：30

　　　（毎週金曜日）

場所　市立体育館会議室

定員　15 人　受講料　5,000 円

対象　小学生　講師　田中　洋子

□申・□問  宜野湾市立体育館

　　　  （はごろも PM パートナーズ）

　　　　☎897-2751

海浜公園ガイド（５月）☎897-2751

＊主催者の都合により変更やキャンセルになる場合
があります。詳しくは、主催者にご確認ください。

＊土日はイベントが多くなり駐車場の混雑が予想さ
れますので、ご来園の際はご注意ください。 

会　場イベント名

市民図書館ガイド（5月）☎897-4646

市報配布に関するお知らせ
　

　「市報ぎのわん」は、全世帯配布を
行っています。

全世帯へ市報の配布が完全に行える

よう努めていますが、ご自宅へ配布され

ない場合や、二重に配布されることが

ありましたら、下記までご連絡ください。
　
□問  市シルバー人材センター　

　　☎893-6828

２階  展示ホール

11日（土）　14:00～　おはなしの木の会

※その他イベントの詳細は図書館だより、館内ポスター、ＨＰ
などでご確認ください。

１階　おはなしのくに

8日（水）　11：00～　読み聞かせボランティア

15日（水）　16:00～　読み聞かせサークル『ムク』

25日（土）　15:00～　読み聞かせボランティア

平成31年度生ごみ処理機（処理容器）の補助制度について

　市では、家庭から排出される生ごみを堆肥化し、ごみの減量化を促進する目的

から、生ごみ処理容器（処理機）を購入する方に対して補助金を交付しています。

生ごみ処理容器（処理機）を購入して、ごみの減量化に取り組みましょう！！

※ディスポーザーは補助金対象外

受付期間　H31/4/1( 月 ) ～ H32/3/31( 火 )

※予算額に達し次第、受付は終了となります。予めご了承ください。

補助対象者　市内在住で、容器（機）を設置し、適正に維持管理できる方で、

堆肥化された生ごみを自家処理できる方。
補助内容（補助限度額：3 万円）

▶生ごみ処理容器：購入価格の 2 分の 1 

※1 世帯または 1 団体あたり5 年間につき 3 基以内

▶生ごみ処理機：購入価格の 2 分の 1 

※1 世帯または 1 団体あたり5 年間につき 1 基以内

申請に必要な物等、詳しくは市ＨＰまたは下記までお問合せください。　　　　　
　　　

　　　　　　　　　　　　　　　市ホームページ（環境対策課）▶

□申・□問　環境対策課　☎893-4140

●
　ユニオン

●コンベンション

シティ
●ムーンオーシャン

●ファミリーマート●ファミリーマート

●ヤマト運輸●ヤマト運輸

ゲオ●

交番●宇地泊 大謝名牧港

宇地泊IC

５８

宜野湾バイパス
西海岸道路

安心の都度払い。 月謝、銀行引き落とし、

年会費等一切無しだから無駄なく続けられて、

お財布にも優しい１回1890円 ！

レッスンチケットご購入で、1回あたり1500円～

■ダイエットが長続きしない

■子育て・仕事で運動不足

■カラダが固い

■冷え症など
　　カラダの不調を感じる

宜野湾スタジオ
OCT ONE

OCT ONE

那覇新都心スタジオ
098-943-3201
那覇市銘苅2-4-39 4F

098-975-9555
宜野湾市宇地泊704-3

ご都合に合わせ、

お好きなスタジオを

ご利用頂けます

週に一度のホットヨガで、美と健康をあなたのものに

こんな方にオススメ

併用可

所在地販売指定店名

新垣商店

有限会社協栄商事

株式会社ジーマックス

株式会社みつわ産業

株式会社PALTAC沖縄支店

宜野湾市喜友名2丁目17番6号

浦添市牧港1丁目50番13号

浦添市西洲2丁目3番地2

那覇市字識名1169番地

うるま市洲崎12番地96

※5/3～6までの4日間、館内ワックスがけ

の為休館といたします。ご了承ください。

※催物は主催者の都合により、日付・時

間・料金が変更になる場合がございま

す。詳しくは主催者までお問い合わせく

ださい。

市民会館ガイド（5月）

12（日） 開演 13:00 【入場料】3,000円

問合せ  城間重雄民謡研究所 城間三味線店
☎098-945-5335

26(日） 開演 14:00

祝　古希  城間重雄  うたの道 五十周年

重雄、雄伍 親子記念公演 

沖縄芝居　母の日公演 

【入場料】

（前売）2,500円

（当日）3,000円

問合せ　劇団群星 宮里 ☎090-3013-8291

＜定例おはなし会＞

日　付

3(金)～6(月)

4(土)

10(金)

12(日)

18(土)

19(日)

19(日)

26(日)

25(土)～26(日)

ジャイアンツカップ沖縄県予選
第4回　島田杯

アトムホーム
スタジアム宜野湾

中央広場

体育館

体育館

体育館

海浜公園

体育館

アトムホーム
スタジアム宜野湾

アトムホーム
スタジアム宜野湾

専修学校パシフィックテクノカレッジ学院
新入生歓迎球技大会

沖縄県総合ダブルス
バドミントン大会

第27回ヤングリーグ選手権大会
沖縄支部予選

5.15平和行進

県中学生ヨネックス杯
バドミントン大会

全沖縄空手道選手権大会

第45回全日本選手権
沖縄予選大会

フリーマーケット

※直接来館し申込み（土・日受付可、

火曜日は休館の為、受付不可）

※申込み多数の場合は抽選となりま

す。

□問 中央公民館　☎893-4457

毎日11：00～18：00受付（入店）迄OK

夕方6時迄に入店ならお得！

浦 西 店 870-5300宜野湾店 897-1255

昼の３時間パック

600
お
一
人
様

3時間歌い放題！！ソフトドリンク1杯付き

円
（税込 648円）

固定資産税の課税誤りに関するお詫び

　納税者の皆様並びに市民の皆様には、日頃より本市税務行政にご理解とご協

力を賜り感謝申し上げます。

　この度、本市において行っております土地の現況調査により、一部の土地につ

いて固定資産税の課税誤りが判明しましたのでご報告いたします。

　今回判明した固定資産税の課税誤りにつきましては、納税者の皆様並びに市民

の皆様に多大なご迷惑をおかけするとともに市税務行政の信頼を著しく損なうこと

になりましたことを深くお詫び申し上げます。

　課税誤りの概要につきまして、土地の固定資産税において、住宅用地に係る課

税標準額の軽減特例が正しく適用されておらず、５２４名の方に対し固定資産税を

過大又は過少に徴収していたものでございます。

　課税誤りの原因につきましては、土地の利用状況を把握するための現地調査が

十分に行き届かなかったこと等があげられます。

　今後は、現況調査の強化、職員間の連携及びチェック体制の構築、評価補助

システムの高度化・情報の一元化による情報管理の効率化を図り、再発防止に

万全を期すとともに、税務行政の信頼回復に全力で取り組む所存でございます。

　この度の課税誤りにより、税務行政への信頼を損ね、納税者の皆様並びに市

民の皆様に多大なご迷惑をおかけしましたこと、重ねてお詫び申し上げます。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 31 年 4月1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宜野湾市長　松川　正則

※対象者の方につきましては、詳細を個別にご連絡いたします。

□問  税務課　内線 229・230・234・536

広告掲載に関するお問い合わせは、（株）F・T・Kホールディングス　☎892-0200広　告広告掲載に関するお問い合わせは、（株）F・T・Kホールディングス　☎892-0200広　告
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ごみの収集
について

ゴールデンウィーク

平成31年度　
就学援助制度（要保護・準要保護）年度途中の申請について

　就学援助制度とは、学校教育法などに基づいて、小・中学校の子どもがいる

家庭に学用品費や学校給食費などの一部を援助する制度です。

　平成 31 年度の申請受付は終了しましたが、世帯の経済状況が変わった方等を

対象に、年度途中の申請を受け付けます。認定になった場合は、申請した翌月分

から援助されます。

対象世帯　平成 31 年度の認定を受けていない方で、援助を希望する方

申請方法

▶市立小中学校：学校事務室へ連絡し、申請書類を学校で受け取り、学校へ提出

▶私立小中学校等：教育委員会へ連絡し、教育委員会で申請書類を受け取り、

教育委員会へ提出

申請期間　４月から 12 月まで

※毎月の締切日は、学校または教育委員会へお問合せください。

認定基準

世帯構成（人数、年齢）、世帯の収入等をもとに判断しています。

※収入とは、給与所得控除等を差し引く

前の、給与・営業所得・年金収入等

の年間の合計です。

□問 宜野湾市立小中学校は、各学校事務室

　  私立小中学校等は、教育委員会学務課　☎892-8283

　新天皇の即位に際し、国民みなで祝意を表するため、天皇の即位の日

および即位礼正殿の儀の行われる日が国民の祝日となります。

　つきましては、その他の祝日等と組み合わせ、下記のとおり閉庁・休

館いたしますので、市民の皆さまへご理解とご協力をお願い申し上げます。

　なお、市内各施設の開閉日等の詳細については、ホームページまたは

直接お問合せいただきますよう併せてお願い申し上げます。

英会話初級講座受講生募集
～英会話を楽しく学べる～

期間　4/15( 月 )～8/19( 月 )

　　　毎週　月・水　計 30 回

時間　19：00～20：30

定員　12 人　※先着順

受講料　35,000 円

平日仕事終わりにスキルアップ！

途中参加可能！まずはご相談ください。

□申・□問・講座実施場所

　宜野湾マリン支援センター

　☎942-2200　FAX942-2201

ご芳志ありがとうございました
市社会福祉協議会への寄附者

寄附

■ 福島工業(株) 様 大謝名在 2万円

886-2900

無料法律相談

おきなわ子ども虐待

ホットライン

市民相談

消費生活相談

市民生活課

市民生活課

 

月～金 10：15～17：00

月～金 10：00～17：00

月～金 10：15～17：00

月～金 17：30～翌8：30

土日祝　終日

 

月～金 9：00～17：00

月～金 9：00～16：00

 

水 13：30～16：30

金 13：30～15：30

 

月～金 10：00～16：00

（12：00～13：00は除く）

第3木 13：30～16：30

第4火 13：30～15：30

月～金 10：00～16：00

（12：00～13：00は除く）

 

月～金 9：30～16：00

月～金 9：00～17：00

 

月～金 9：30～17：00

相談日時は

お問合せください

児童家庭課

896-1215

児童家庭課

生活福祉課

896-2020

0570-090-

110

市民生活課

892-4732

893-8859

893-5588

家庭・児童・女性相談

女性相談（福祉・DVなど）

女性（一般）相談

人材育成交流センター

めぶき

家庭児童相談室

福祉相談

生活の困りごと相談

ふれあい相談室  社協

法律相談（要事前予約、予約状況は事前にお問い合わせください。）

市民相談

人権困りごと相談所

不動産無料相談（要予約）

教育相談

青少年サポートセンター

適応指導教室「若葉教室」

職業相談（ふるさとハローワーク）

地域職業相談

行政相談

沖縄行政評価事務所

相談案内  宜野湾市役所  ☎893-4411

約280万円以下４人

５人

約158万円以下２人

約331万円以下３人

合計収入額 世帯人数 合計収入額世帯人数

約229万円以下

のゴミ収集は通常通り行います。のゴミ収集は通常通り行います。

ごみの収集日は、地域によって異なります。

ゴールデンウィーク前の粗大ごみの受付は、4月26日（金）まで、受付再開は5月7日（火）からとなります。

※ごみの指定日の午前 8 時までに出してください。

※粗大ごみを処分したい方は、お早めにご連絡ください。

※回収出来なかったごみは、お手数ですが、次回の収集日に出していただきますようお願いいたします。

問合せ 環境対策課　☎893-4140 ごみ出しカレンダーを参考に出し間違えのないようご注意ください。

4月28日 4月29日 4月30日 5月1日 5月2日 5月3日 5月4日

5月6日 5月7日 5月8日 5月9日 5月10日 5月11日5月5日

こどもの日 振替休日

4月21日 4月22日 4月23日 4月24日 4月25日 4月26日 4月27日

日 月 火 水 木 金 土

昭和の日 退位の日 新天皇の
即位の日

憲法記念日 みどりの日

10月21日 10月22日
10月23日

即位礼正殿の儀
10月24日 4月25日 10月25日 10月26日

日 月 火 水 木 金 土

…市役所 …市立博物館 …市民図書館

市役所の閉庁、市民図書館・市立博物館の休館のお知らせ
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市報に掲載された方で希望者には、写真を差し上げます。　秘書広報課　内線424まで 【市の人口（3月末現在、カッコ内は先月比）】   人口  98,502 人（-254）　男 47,826 人（-162）　女 50,676 人（-92）　世帯数 44,119 世帯（+29）
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ごみの収集
について

ゴールデンウィーク

平成31年度　
就学援助制度（要保護・準要保護）年度途中の申請について

　就学援助制度とは、学校教育法などに基づいて、小・中学校の子どもがいる

家庭に学用品費や学校給食費などの一部を援助する制度です。

　平成 31 年度の申請受付は終了しましたが、世帯の経済状況が変わった方等を

対象に、年度途中の申請を受け付けます。認定になった場合は、申請した翌月分

から援助されます。

対象世帯　平成 31 年度の認定を受けていない方で、援助を希望する方

申請方法

▶市立小中学校：学校事務室へ連絡し、申請書類を学校で受け取り、学校へ提出

▶私立小中学校等：教育委員会へ連絡し、教育委員会で申請書類を受け取り、

教育委員会へ提出

申請期間　４月から 12 月まで

※毎月の締切日は、学校または教育委員会へお問合せください。

認定基準

世帯構成（人数、年齢）、世帯の収入等をもとに判断しています。

※収入とは、給与所得控除等を差し引く

前の、給与・営業所得・年金収入等

の年間の合計です。

□問 宜野湾市立小中学校は、各学校事務室

　  私立小中学校等は、教育委員会学務課　☎892-8283

　新天皇の即位に際し、国民みなで祝意を表するため、天皇の即位の日

および即位礼正殿の儀の行われる日が国民の祝日となります。

　つきましては、その他の祝日等と組み合わせ、下記のとおり閉庁・休

館いたしますので、市民の皆さまへご理解とご協力をお願い申し上げます。

　なお、市内各施設の開閉日等の詳細については、ホームページまたは

直接お問合せいただきますよう併せてお願い申し上げます。

英会話初級講座受講生募集
～英会話を楽しく学べる～

期間　4/15( 月 )～8/19( 月 )

　　　毎週　月・水　計 30 回

時間　19：00～20：30

定員　12 人　※先着順

受講料　35,000 円

平日仕事終わりにスキルアップ！

途中参加可能！まずはご相談ください。

□申・□問・講座実施場所

　宜野湾マリン支援センター

　☎942-2200　FAX942-2201

ご芳志ありがとうございました
市社会福祉協議会への寄附者

寄附

■ 福島工業(株) 様 大謝名在 2万円

886-2900

無料法律相談

おきなわ子ども虐待

ホットライン

市民相談

消費生活相談

市民生活課

市民生活課

 

月～金 10：15～17：00

月～金 10：00～17：00

月～金 10：15～17：00

月～金 17：30～翌8：30

土日祝　終日

 

月～金 9：00～17：00

月～金 9：00～16：00

 

水 13：30～16：30

金 13：30～15：30

 

月～金 10：00～16：00

（12：00～13：00は除く）

第3木 13：30～16：30

第4火 13：30～15：30

月～金 10：00～16：00

（12：00～13：00は除く）

 

月～金 9：30～16：00

月～金 9：00～17：00

 

月～金 9：30～17：00

相談日時は

お問合せください

児童家庭課

896-1215

児童家庭課

生活福祉課

896-2020

0570-090-

110

市民生活課

892-4732

893-8859

893-5588

家庭・児童・女性相談

女性相談（福祉・DVなど）

女性（一般）相談

人材育成交流センター

めぶき

家庭児童相談室

福祉相談

生活の困りごと相談

ふれあい相談室  社協

法律相談（要事前予約、予約状況は事前にお問い合わせください。）

市民相談

人権困りごと相談所

不動産無料相談（要予約）

教育相談

青少年サポートセンター

適応指導教室「若葉教室」

職業相談（ふるさとハローワーク）

地域職業相談

行政相談

沖縄行政評価事務所

相談案内  宜野湾市役所  ☎893-4411

約280万円以下４人

５人

約158万円以下２人

約331万円以下３人

合計収入額 世帯人数 合計収入額世帯人数

約229万円以下

のゴミ収集は通常通り行います。のゴミ収集は通常通り行います。

ごみの収集日は、地域によって異なります。

ゴールデンウィーク前の粗大ごみの受付は、4月26日（金）まで、受付再開は5月7日（火）からとなります。

※ごみの指定日の午前 8 時までに出してください。

※粗大ごみを処分したい方は、お早めにご連絡ください。

※回収出来なかったごみは、お手数ですが、次回の収集日に出していただきますようお願いいたします。

問合せ 環境対策課　☎893-4140 ごみ出しカレンダーを参考に出し間違えのないようご注意ください。

4月28日 4月29日 4月30日 5月1日 5月2日 5月3日 5月4日

5月6日 5月7日 5月8日 5月9日 5月10日 5月11日5月5日

こどもの日 振替休日

4月21日 4月22日 4月23日 4月24日 4月25日 4月26日 4月27日

日 月 火 水 木 金 土

昭和の日 退位の日 新天皇の
即位の日

憲法記念日 みどりの日

10月21日 10月22日
10月23日

即位礼正殿の儀
10月24日 4月25日 10月25日 10月26日

日 月 火 水 木 金 土

…市役所 …市立博物館 …市民図書館

市役所の閉庁、市民図書館・市立博物館の休館のお知らせ
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愛犬の登録と狂犬病予防注射を

受けさせましょう
生後91日以上の犬は、狂犬病予防法により、市への登録と

毎年1回の狂犬病予防注射を受けさせることが義務付けら

れています。また、鑑札と注射済票は必ず犬の首輪に付け

ておかなければなりません。登録と狂犬病予防注射を行い

飼い主の責任を果たしましょう。

＊平成31年度　狂犬病予防集合注射　日程表＊＊平成31年度　狂犬病予防集合注射　日程表＊

1回目　5月19日（日） 2回目　5月26日（日）
実施場所 実施時間

中 原 区 公 民 館

愛 知 区 公 民 館

長 田 区 公 民 館

宜 野 湾 区 公 民 館

我 如 古 区 公 民 館

午前　　 ９：１０～１０：１０

　　　　１０：３０～１１：３０

午後　　 １：００～ ２：００

　　　　 ２：２０～ ３：２０

　　　　 ３：４０～ ４：４０

実施場所 実施時間

上 大 謝 名 公 民 館

大 謝 名 区 公 民 館

嘉 数 ハイツ公 民 館

嘉 数 区 公 民 館

真 栄 原 区 公 民 館

午前　　 ９：１０～１０：１０

　　　　１０：３０～１１：３０

午後　　 １：００～ １：３０

　　　　 １：５０～ ２：５０

　　　　 ３：１０～ ４：１０

3回目　6月2日（日） 4回目　6月9日（日）
実施場所 実施時間

野 嵩 １ 区 公 民 館

野 嵩 ２ 区 公 民 館

野 嵩 ３ 区 公 民 館

普 天 間１区 公 民 館

普 天 間２区 公 民 館

午前　　 ９：１０～１０：００

　　　　１０：１５～１０：４５

　　　　１１：００～１１：３０

午後　　 １：００～ １：４０

　　　　 ２：００～ ２：３０

普 天 間３区 公 民 館 　　　　 ２：５０～ ３：２０

新 城 区 公 民 館 　　　　 ３：４０～ ４：４０

【 注 射 手 数 料 】　¥3,400
（新規登録の方は￥6,400）

《 新 規 登 録 の 手 数 料 内 訳 》

《 再 交 付 手 数 料 内 訳 》

登 録 手 数 料

予 防 注 射 手 数 料

注 射 済 票 手 数 料

犬 の 鑑 札 再 交 付

注 射 済 票 再 交 付

¥3,000

¥2,850

¥５５０

¥１,６００

¥３４０

実施場所 実施時間

喜 友 名 区 公 民 館

伊 佐 区 公 民 館

※大山区旧公民館

真 志 喜 区 公 民 館

宇 地 泊 区 公 民 館

午前　　 ９：１０～１０：１０

　　　　１０：３０～１１：３０

午後　　 １：００～ ２：００

　　　　 ２：２０～ ３：２０

　　　　 ３：４０～ ４：４０

＊集合注射でのお願い

 １． 事故を防ぐため、犬を抑える事ができる方が連れてきてください。（咬み癖のある犬は必ず「口輪」を

装着してください）

 ２． 体調が悪い犬や注射を嫌がる傾向の犬は、動物病院での注射をお願いします。獣医師に相談してく

ださい。

 ３． 犬の糞尿は飼い主が片づけてください。（ビニール袋やちり紙などを持参してください）

 ４． 注射前後2～3日は激しい運動やシャンプー等は控えるようにしてください。

 ５． 問診票（ハガキに記載）は事前に記入してください。

※継続接種の場合のみ、新規の場合は会場にて確認してください。

＊環境対策課からのお願い

　　愛犬の「死亡・行方不明・所在変更・譲渡」等がある場合は抹消手続きまたは変更手続きが必要です

ので環境対策課までご連絡ください。

※大山区は旧公民館跡地で行います。各自治会の案

内は右の二次元バーコードから確認できます。▶

お問合せ：
環境対策課　環境指導係

　　　  ☎893-4411（内線451・456・457）

※注射料金の値段が前年度と異なりますのでご注意ください。 金額を確認してつり銭のないようにご準備ください。



10：10～10：30　オープニングセレモニー
　　　　　　　　 • 海開き宣言
　　　　　　　　 • 主催者代表挨拶

　　　　10：30　初泳ぎ

11：00～11：30　ピエロのファンキーによる
　　　　　　　　バルーンショー

11：40～12：20　宝探し

11：00～11：00～

開場 14：00

開演 15：00

ぎのわんトロピカルビーチ開き
HIRAIDAI THE BEACH TRIP 2019

ぎのわんトロピカルビーチ開き
HIRAIDAI THE BEACH TRIP 2019

オールスタンディング│7,000円（税込）
3.16（土）チケット発売開始!  
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        芸人がやってくる!
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www.city.ginowan.okinawa.jp/

平成31年４月

市 民 と 市 政 を む す ぶ

撮影：中学校卒業式

公式 Facebook にて情報発信中!
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す特集 １

平成31年度 施政方針
特集 2

市内中学校卒業式
【普天間中・真志喜中】

いつでも、どこでも、

かんたんに

住民票や所得課税証明書
などはコンビニで！

　※サービスの利用には

　　マイナンバーカードが

　　必要です。


